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☆家族相談ハンドブック　Ａ４判・76頁・定価７００円（送料込）

【内容】家族による家族支援／精神障がい者の状況／精神障がい者家族の状況／家族相談の
意義と特徴／家族相談の目標／家族相談の留意点／相談実習の進め方／家族相談の方法／
新しく家族相談事業を立ち上げたいときは／家族相談員の養成／家族相談の事例

家族相談のテキストができました！　家族会からの注文は1冊500円に割引

☆家族会運営のてびき Ａ４判・100頁・定価８００円（送料込）

家族会の設置から運営の仕方まで家族会の活性化に役立つ「てびき」ができま
した！　会報や案内パンフなどの見本の資料ページもあり、家族会とつながり
のある支援機関でもぜひご活用を！【内容】精神障がい者家族会とは／家族会
活動をおこなおう／運営・活動費（財政基盤）について／家族会の組織強化をし
よう／地域にとけこむ活動への積極的参加／新しい家族を家族会につなげよ
う／新しく家族会を立ち上げよう／支援者・関係者の方々へ／資料編

家族会からの注文は1冊600円に割引します

家族会員・支援者のための

精神疾患がある人や家族に役立つ出版物

社会資源ハンドブック
精神障がい者と家族に役立つ

改訂版

【内容】医療に関する制度／地域で生活するための支援／日中活動の
場、就労や復学の支援／経済的な支援を受けたいとき／財産の活用
や保護、法的な支援など／家族が情報を得る、相談できるところ

Ｂ５判・180頁・定価１４００円（送料込）

精神障がい者家族相談事例集 Ａ４判・112 頁
定価 1000 円
　（別途送料）
好評発売中‼

本書は、全国から寄せられた家族による相談事例の中から32事例を掲載しま
した。事例を、日常生活、医療、家族会、家族依存、地域連携、親亡き後、制度の七
つに分類し、それにコメントを加えた初めての家族相談事例集です。同じ家族
としての立場から相談にのり、情報を伝え、家族会につなげていく活動は家族
会の原点ともいえます。みなさんの活動に役立てていただければと思います。

家族相談の活動は家族会の原点です

●講演『ベルギーの精神医療改革』病院中心から地域でのリカバリー支援へ（伊勢田堯先生）
●シンポジウム精神障害者が安心して暮らせる地域づくりを共に―当事者・家族ができること

◆特集◆

「地域づくりを共に―当事者も家族も大活躍」

■みんなねっと相談室から（第2回）「一生、入院させたい」
■家族が家族に伝える教育プログラム「家族学習会のススメ」②日本の家族に適応したプログラム
■知ることは生きること（青木聖久）連載41回《自らの人生の主人公としての家族の暮らし特集⑳》
　人々が安全に、安心して、豊かに生きるために、自分ができることを追求



みんなのわ（読者のページ）／特集（各号にタイムリーなテーマで掲載します）／
連載：みんなねっと相談室から／連載：家族学習会のススメ／連載：ダイアローグ
でつながろう、ダイアローグにつながろう／連載：知ることは生きること／連載マ
ンガ：ワタシ。統合失調症なんデス。／お知らせしますみんなねっとの活動ほか

●「月刊みんなねっと」これまでの特集の紹介●
■ 2017 年■
1月号：東京ソテリアにおけるイタリア交流事業のとりくみ（塚本さやか他）
2月号：精神科においてアウトリーチはなぜ大切か、どう進めたらいいか㊤（渡邉博幸）
3月号：精神科においてアウトリーチはなぜ大切か、どう進めたらいいか㊦（渡邉博幸）
4月号：オープンダイアローグ（開かれた対話）の話（飯塚壽美・野村忠良）
5月号：イタリア精神保健見聞記（トレントの地域精神保健医療）その１（野村忠良）
6月号：イタリア精神保健見聞記（トレントの地域精神保健医療）その２（野村忠良）
7月号：それぞれの自立をめざして　その１　（夏苅郁子）
8月号：それぞれの自立をめざして　その２　（夏苅郁子）
9月号：それぞれの自立をめざして　その３　（夏苅郁子）
10 月号：当事者の地域生活の実現をめざす精神科病院（木全義治ほか）
11 月号：精神科医療における身体拘束を考える（長谷川利夫）
12 月号：当事者中心の地域支援再考（山本昌知）
■ 2018 年■
1月号：ピアサポーターと協働した地域移行支援の実践（柳尚夫）
2月号：ひとりひとりの自尊心と思いを大切に
3月号：息子の障害から学んだこと（橋口亜希子さんに聴く）
4月号：配偶者・パートナーの立場からみえること（前田直）
5月号：子どもの立場からみえること（横山恵子）
6月号：愛と希望（佐藤真智子）
7月号：精神障害者の雇用は今、どうなっているか（本條義和）
8月号：苦しみを負う子と母と〈上〉（長汐道枝）
9月号：苦しみを負う子と母と〈下〉（長汐道枝）
10 月号：ベルギー視察から学ぶ日本での精神科医療の課題と現状（遠藤嶺）
11 月号：多様性を受け入れた共生社会の実現に向かって（川口洋平）
12月号：当事者と家族の意思を第一に施策提案にとりくむ（藤井千代）
■ 2019 年■
１月号：統合失調症薬物治療ガイドライン（飯塚壽美）
２月号：精神疾患を正しく理解するための教育の必要性について（山田浩雅）
３月号：心の病とは何かー腑に落ちる物語が回復をもたらす（糸川昌成）
４月号：超短時間雇用という新しい働き方のデザイン（近藤武夫ほか）

●「月刊みんなねっと」のバックナンバーのお申し込み方法●
　電話、FAX、みんなねっとのホームページよりお申込みいただけます。
　代金は「300 円×冊数 +送料 80 円」となります。
　バックナンバー発送時に振込用紙（郵便振込）を同封させていただきます。
　
　　公益社団法人全国精神保健福祉会連合会 ( みんなねっと )
　　　　〒 170-0013　東京都豊島区東池袋 1-46-13 ホリグチビル 602
　　　　電話：03-6907-9211　FAX：03-3987-5466

月刊みんなねっと～毎月こんな内容でお届けします～

【品切れ】

【品切れ】

【品切れ】
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1 　

読者のページ

わ
みんなの

「みんなのわ」は、読者のみなさ
んからのお便りや投稿を中心
にご紹介するコーナーです。

「
み
ん
な
ね
っ
と
」の
感
想

◆
神
奈
川
県
　
小
泉
啓
子
　
家
族

（
60
代
）

　

今
ま
で
読
ん
だ
後
の
〝
み
ん
な
ね

っ
と
〟
は
図
書
館
の
リ
サ
イ
ク
ル
本

棚
に
す
ぐ
に
も
っ
て
い
っ
て
い
ま
し

た
（
次
に
図
書
館
に
行
く
と
必
ず
誰

か
が
持
っ
て
行
っ
て
く
れ
て
い
た
の

で
）。
し
か
し
、
最
近
は
イ
ン
デ
ッ
ク

ス
を
つ
け
て
手
元
に
置
い
て
お
く
号

が
増
え
ま
し
た
。

　

２
０
１
８
・
１
月
号
「
ピ
ア
サ
ポ

４
人
暮
ら
し
で
、
慕
っ
て
い
た
祖
母

も
亡
く
な
り
家
族
は
私
以
外
年
を
と

っ
て
、
全
員
年
金
暮
ら
し
で
、
特
に

大
き
な
家
で
も
な
く
、
細
々
と
暮
ら

し
て
い
ま
す
。
私
は
女
性
一
人
で
、

老
後
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
友
達
一

人
い
る
わ
け
で
も
な
く
、
昔
い
た
友

達
に
は
裏
切
ら
れ
た
よ
う
に
縁
を
切

ら
れ
て
し
ま
い
、
つ
め
た
さ
に
耐
え

な
が
ら
、
さ
び
し
く
暮
ら
し
て
い
ま

す
。
結
婚
し
て
、
お
よ
め
さ
ん
に
な

る
の
が
夢
だ
っ
た
の
で
、
特
に
仕
事

も
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
抱
き
し

め
て
く
れ
る
男
の
人
が
い
る
わ
け
で

は
な
く
、
近
づ
く
と
、
年
寄
り
に
セ

ク
ハ
ラ
さ
れ
る
い
じ
め
も
う
け
ま
し

た
。
訪
問
看
護
は
女
の
人
な
の
で
、

結
婚
相
手
の
よ
う
に
、
大
好
き
!!
と

言
っ
て
抱
き
つ
く
こ
と
も
で
き
ま
せ

ん
。
抱
き
し
め
て
く
れ
た
り
、
ス
キ

ン
シ
ッ
プ
を
し
て
く
れ
る
、
大
好
き

な
男
性
が
い
な
い
こ
と
は
、
と
っ
て

も
さ
み
し
い
で
す
。
き
ら
い
な
人
で

○○○○○○○○○みんなのわ○○

ー
タ
ー
と
協
働
し
た
地
域
移
行
支
援

に
つ
い
て
の
試
み
」
柳
尚
夫
、
同
６

月
号
「
愛
と
希
望
」
佐
藤
真
智
子
、

同
10
月
号
「
ベ
ル
ギ
ー
視
察
か
ら
学

ぶ
日
本
で
の
精
神
科
医
療
課
題
と
現

状
」
遠
藤
嶺
、
同
11
月
号
「
多
様
性

を
受
け
入
れ
た
共
生
社
会
の
実
現
に

向
か
っ
て
」
川
口
洋
平
、
同
12
月
号

「
当
事
者
と
家
族
の
意
思
を
第
一
に
施

策
提
案
に
と
り
く
む
」
藤
井
千
代
、

２
０
１
９
年
２
月
号
「
精
神
疾
患
を

正
し
く
理
解
す
る
た
め
の
教
育
の
必

要
性
に
つ
い
て
」
山
田
浩
雅
、
こ
の

よ
う
な
私
達
が
な
か
な
か
知
り
得
な

い
こ
と
を
伝
え
て
い
た
だ
く
の
は
、

と
て
も
あ
り
が
た
い
で
す
。
ど
う
も

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
!!!

日
常
生
活

◆
千
葉
県
　
子
供
　
本
人
（
30
代
）

　

私
は
、
統
合
失
調
症
と
よ
ば
れ
る

病
気
の
う
ち
の
一
人
で
す
。
家
族
は
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ん
だ
ろ
う

涙
が
あ
ふ
れ
る

で
も
、
涙
は
人
間
の
特
権

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
、
ま
た
明
日
か

ら
ガ
ン
バ
ロ
ー

地
域
の
話
題　
　

◆
み
ん
な
ね
っ
と
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
８

in
徳
島（
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
）

徳
島
県
精
神
障
害
者
家
族
連
合
会
西
村
三
希
子

　

平
成
31
年
２
月
12
日
～
13
日
の
２

日
間
の
日
程
で
、
み
ん
な
ね
っ
と
フ

ォ
ー
ラ
ム
in
徳
島
が
、
阿
波
観
光
ホ

テ
ル
で
、四
国
４
県
か
ら
家
族
、当
事

者
、関
係
者
な
ど
１
５
０
名
の
方
々
に

参
加
し
て
い
た
だ
き
開
催
し
ま
し
た
。

　

第
１
日
目
は
、
香
川
県
立
保
健
医

療
大
学
教
授
・
副
学
長
國
方
弘
子
先

生
、
和
歌
山
県
立
医
科
大
学
保
健
看

護
学
部
講
師
藤
森
由
子
先
生
に
よ
る

「
老
化
と
病
気
を
吹
き
飛
ば
そ
う
！
」

と
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

○○○○○○○○○みんなのわ○○

は
、
い
く
ら
い
い
人
だ
か
ら
と
い
っ

て
、
結
婚
で
き
る
わ
け
が
あ
り
ま
せ

ん
。
ど
う
か
老
後
の
私
の
幸
せ
を
見

捨
て
な
い
で
下
さ
い
。

詩

◆
熊
本
県
　
本
嶋
孝
行
　
本
人（
40
代
）

「
山
道
に

仲
良
く
咲
い
て
る

れ
ん
げ
草
」

「
川
辺
に
て

黒
く
見
え
る
は

鮎
の
む
れ
」

◆
茨
城
県
　
雫
石
ナ
オ
ミ
　
本
人（
60
代
）

　
「
涙
」

悲
し
い
時
涙
が
出
る

音
楽
を
聴
い
て
感
動
し
た
時
涙
が
こ

ぼ
れ
る

何
で
こ
ん
な
病
気
に
取
り
つ
か
れ
た

　

初
め
に
、
笑
い
の
効
果
に
つ
い
て
、

Ⅰ
．
笑
い
と
脳
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、

＊
笑
う
こ
と
で
酸
素
が
大
量
に
入
り
、

新
鮮
な
血
液
が
脳
へ
ド
ン
ド
ン
送
ら

れ
る
→
脳
細
胞
へ
の
栄
養
供
給
が
増

え
、
脳
が
活
性
化
す
る
→
集
中
力
や

記
憶
力
が
ア
ッ
プ
す
る

＊
笑
う
と
副
交
感
神
経
が
優
位
に
な

り
、
気
持
ち
が
穏
や
か
に
な
り
、
ス

ト
レ
ス
も
お
さ
ま
っ
て
く
る

Ⅱ
．
笑
い
と
健
康
で
は
、
①
運
動
と

同
じ
効
果
が
あ
る
。
ス
ト
レ
ス
の
解

消
。
血
糖
値
が
下
が
る
。
免
疫
機
能

が
高
ま
る
。
美
し
く
な
る
。
10
分
の

笑
い
は
30
分
の
運
動
に
な
る
な
ど
の みんなねっとフォーラム in 徳島
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話
を
さ
れ
た
後
で
、
実
際
に
笑
い
ま

し
ょ
う
と
、
２
拍
子
と
３
拍
子
で
両

手
を
上
に
し
て
イ
エ
～
イ
。
ま
た
、

２
人
で
向
か
い
合
っ
て
良
い
と
こ
ろ

を
３
つ
あ
げ
て
み
よ
う
等
と
会
場
い

っ
ぱ
い
笑
い
に
包
み
こ
ま
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
講
演
の
中
で
、
人
と
人
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
仕
方
と

し
て
「
笑
顔
」
で
よ
り
そ
う
事
を
学

び
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
今
み
ん
な
に
伝
え
た
い

者
が
家
族
会
関
連
記
事
を
掲
載
。
等
つ

な
が
り
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

＊
当
事
者
、
支
援
者
の
方
達
、
若
者
達
、

生
れ
て
く
る
子
供
た
ち
の
た
め
に
、
今

私
達
家
族
会
が
で
き
る
こ
と
、
知
っ
て

ほ
し
い
こ
と
を
声
に
出
し
て
伝
え
て
い

こ
う
、
と
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、外
に
飛
び
出
し
、特
定

非
営
利
活
動
法
人
太
陽
と
緑
の
会
を

訪
問
。
頂
い
た
資
料
に
活
動
コ
ン
セ

プ
ト
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　
「
町
に
作
業
所
が
あ
り
、
そ
こ
で

こ
と
の
四
国
４
県
か
ら
発
表
が
あ
り
、

＊
家
族
会
員
の
高
齢
化
、
勉
強
し
た
い

が
参
加
す
る
こ
と
が
困
難
。
家
族
会
員

の
成
長
を
願
っ
て
い
る
。

＊
福
祉
医
療
制
度
の
充
実
、
住
み
慣
れ

た
地
域
で
安
心
し
て
生
き
て
い
く
為

に
、
基
本
的
人
権
が
尊
重
さ
れ
、
共
生

で
き
る
社
会
の
実
現
を
め
ざ
す
。

＊
あ
り
が
た
い
支
援
と
の
つ
な
が
り
。

事
務
所
を
民
間
企
業
が
無
償
で
提
供
。

地
元
高
校
生
と
の
つ
な
が
り
。
新
聞
記

○○○○○○○○○みんなのわ○○

様
々
な
ハ
ン
デ
ィ
あ
る
メ
ン
バ
ー
た

ち
が
通
う
。
作
業
所
に
は
様
々
な
リ

ユ
ー
ス
品
が
所
狭
し
と
並
ん
で
い
る
。

普
通
の
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
と
違

う
の
は
、
当
初
か
ら
買
い
取
り
を
し

て
い
な
い
こ
と
、
資
源
ご
み
も
無
料

で
回
収
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

　

わ
ざ
わ
ざ
車
で
不
用
品
を
持
ち
込

ん
で
下
さ
る
方
も
多
い
が
、
各
家
庭

ま
で
ト
ラ
ッ
ク
で
回
収
も
さ
せ
て
頂

く
。
そ
ん
な
リ
ユ
ー
ス
・
リ
サ
イ
ク

ル
活
動
に
全
面
的
に
メ
ン
バ
ー
達
が

関
わ
る
。
こ
こ
に
子
供
か
ら
若
者
、

お
年
寄
り
や
外
国
の
方
々
ま
で
、沢
山

の
方
々
が
訪
れ
て
買
い
物
を
さ
れ
る
。

こ
ん
な
活
動
を
始
め
て
33
年
に
な
る
。

徳
島
で
は
一
番
の
老
舗
の
リ
サ
イ
ク

ル
シ
ョ
ッ
プ
だ
し
障
害
者
共
同
作
業

所
だ
」
等
と
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

な
る
ほ
ど
沢
山
の
商
品
が
所
狭
し
と

並
ん
で
い
ま
す
。
今
日
訪
問
さ
れ
た

方
も
買
っ
て
い
ま
し
た
。
み
な
さ
ん

一
度
立
ち
寄
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
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◆
患
者
・
家
族
中
心
の
シ
ス
テ
ム
へ

　

ベ
ル
ギ
ー
で
は
、
１
９
８
０
年
か

ら
従
来
の
官
僚
に
よ
る
政
策
決
定
の

あ
り
方
を
見
直
し
、
科
学
的
知
見
に

加
え
て
患
者
・
家
族
や
実
践
者
の
経

験
的
知
見
を
統
合
す
る
公
共
統
治
、

公
共
管
理
の
方
式
に
し
た
。

善
を
協
力
し
合
い
な
が
ら
「
コ
・
プ

ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
（
共
同
創

造
）」
で
行
な
っ
て
い
る
。

◆
医
療
技
術
の
質
を
評
価
す
る

　

２
０
０
２
年
に
、
政
府
か
ら
独
立

し
た
組
織
と
し
て「
保
健
医
療
技
術

評
価
機
構（
Ｋ
Ｃ
Ｅ
）」が
設
立
さ
れ

た
。
す
べ
て
の
診
療
科
を
対
象
と
し

て
い
る
。資
金
は
政
府
か
ら
出
さ
れ
、

職
員
は
65
名
。
２
０
０
４
年
か
ら
は

「
医
療
技
術
評
価
国
際
連
絡
協
議
会

（
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｈ
Ｔ
Ａ
）」
に
加
盟
し
た
。

他
国
の
情
報
を
得
な
が
ら
国
内
の
医

療
の
効
果
を
評
価
し
て
い
る
。

　

質
の
高
い
精
神
保
健
医
療
の
情
報

を
国
際
的
に
交
換
す
る
た
め
に
「
欧

州
地
域
精
神
保
健
サ
ー
ビ
ス
提
供
者

（
Ｅ
Ｕ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｓ
）ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

に
も
加
入
し
て
い
る
。

　

今
回
は
、
３
月
１
日
に
開
か
れ
た
「
み
ん
な
ね
っ
と
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
か
ら
伊
勢
田
先
生
の
講
演
を
報
告
し
ま
す
。
ベ
ル
ギ
ー

は
日
本
と
同
様
、
入
院
中
心
主
義
の
政
策
が
続
き
ま
し
た
が
、

10
年
前
か
ら
精
神
科
医
療
改
革
に
取
り
組
み
、
失
敗
を
繰
り
返

し
な
が
ら
も
地
域
精
神
保
健
体
制
が
整
備
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
改
革
の
目
的
を
患
者
・
家

族
の
ニ
ー
ズ
を
実
現
す
る
リ
カ
バ

リ
ー
支
援
と
し
、
彼
ら
の
経
験
者
と

し
て
の
知
見
の
開
発
を
行
な
う
こ
と

と
し
た
。
患
者
・
家
族
が
専
門
家
と

対
等
で
精
神
保
健
サ
ー
ビ
ス
の
中
身

の
決
定
、
実
施
、
評
価
、
管
理
、
改

『
ベ
ル
ギ
ー
の
精
神
医
療
改
革
』

病
院
中
心
か
ら
地
域
で
の
リ
カ
バ
リ
ー
支
援
へ

【
講
師
】
東
京
都
医
学
総
合
研
究
所
・
客
員
研
究
員
　
伊
勢
田 

堯
先
生

み
ん
な
ね
っ
と
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
講
演
よ
り

《
特
集
》地
域
づ
く
り
を
共
に
―
当
事
者
も
家
族
も
大
活
躍
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◆
精
神
科
病
床
の
削
減
と
訪
問
型
の

多
職
種
協
働
チ
ー
ム
の
充
実

　

ベ
ル
ギ
ー
の
精
神
科
病
院
は
日
本

と
同
じ
で
、多
く
は
民
間
が
設
立
・
運

営
し
て
お
り
、精
神
病
床
の
人
口
に

対
す
る
比
率
は
２
０
０
５
年
ま
で
は

日
本
と
同
じ
く
ら
い
、人
口
１
万
人

に
対
し
て
25
床
余
り
で
あ
っ
た（
た

だ
し
ベ
ル
ギ
ー
で
は
、
１
９
９
６
年

か
ら
ナ
ー
シ
ン
グ
ホ
ー
ム
や
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
の
ベ
ッ
ド
、
里
親
も
精
神

病
床
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
し
て
い
る
）。

　

１
９
９
０
年
か
ら
改
革
に
乗
り
出

し
、精
神
病
床
を
２
０
０
６
年
に
は
一

挙
に
約
18
床
へ
と
減
少
さ
せ
、以
後
も

少
し
ず
つ
減
ら
し
続
け
て
い
る
。

　

こ
の
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、国
が

精
神
科
病
院
に
公
費
で
従
来
と
同
じ

収
入
を
補
償
し
な
が
ら
、病
床
を
自
主

的
に
減
ら
し
、職
員
を
少
人
数
多
職
種

の
地
域
訪
問
治
療
チ
ー
ム（
モ
バ
イ
ル

チ
ー
ム
）に
転
換
し
て
も
ら
っ
た
。
モ

バ
イ
ル
チ
ー
ム
に
は
、家
庭
で
の
急
性

期
治
療
を
担
当
す
る
家
庭
危
機
解
決

チ
ー
ム（
急
性
治
療
チ
ー
ム
）と
慢
性
期

治
療
を
担
当
す
る
積
極
的
地
域
治
療

チ
ー
ム（
Ａ
Ｃ
Ｔ
チ
ー
ム
）と
が
あ
る
。

　

国
は
、地
域
の
人
口
に
応
じ
た
モ

バ
イ
ル
チ
ー
ム
数
値
目
標
を
決
め
、

病
院
に
は
義
務
と
し
て
そ
の
数
値
に

応
じ
た
モ
バ
イ
ル
チ
ー
ム
を
立
ち
上

げ
る
こ
と
を
求
め
て
病
床
を
減
ら
し

て
き
た
。

　

そ
の
他
、
病
院
の
役
割
と
し
て
は

外
来
診
療
の
他
、「
集
中
的
ケ
ア
」

が
提
供
で
き
る
病
床
を
確
保
す
る
こ

と
が
許
可
さ
れ
て
い
る
。

◆
新
し
い
地
域
精
神
医
療

　

家
庭
に
治
療
を
届
け
る
、患
者
の
真

の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
と
い
う
考
え

方
で
訪
問
治
療
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

　

症
状
を
治
す
こ
と
ば
か
り
を
め
ざ

す
の
で
は
な
く
、
リ
カ
バ
リ
ー
の
理

念
で
、
本
人
が
望
む
生
き
方
を
実
現

さ
せ
る
よ
う
に
支
援
を
し
て
い
る
。

　

各
モ
バ
イ
ル
チ
ー
ム
の
担
当
患
者

は
少
数
に
し
て
、
期
限
を
設
け
ず
継

続
し
て
支
援
を
行
な
っ
て
い
る
。
心

理
社
会
的
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を

重
視
し
て
い
る
。
目
標
に
は
、
地
域

社
会
へ
の
復
帰
も
含
ま
れ
る
。

◆
居
住
施
設
で
の
治
療
で
入
院
回
避

　

精
神
症
状
悪
化
で
自
宅
で
過
ご
せ

な
く
な
っ
た
患
者
に
は
、
ケ
ア
付
き

住
居（
ホ
テ
ル
利
用
の
場
合
も
あ
る
）

に
移
っ
て
の
集
中
治
療
も
行
な
わ
れ

て
い
る
。
そ
れ
で
も
難
し
い
患
者
に

は
特
別
な
居
住
施
設
が
用
意
さ
れ
て
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い
て
、
精
神
科
病
院
へ
の
入
院
を
防

い
で
い
る
。

◆
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
チ
ー
ム

　

地
域
支
援
で
は
、
リ
カ
バ
リ
ー
と

社
会
へ
の
参
加
を
支
援
す
る
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
チ
ー
ム
も
整
い
つ
つ

あ
る
。

◆
リ
カ
バ
リ
ー
カ
レ
ッ
ジ

　

各
地
域
で
は
リ
カ
バ
リ
ー
カ
レ
ッ

ジ
が
開
か
れ
、
精
神
障
害
を
経
験
し

た
人
が
講
師
役
を
務
め
て
仲
間
の
回

復
を
支
援
し
て
い
る
。
人
口
23
万
人

の
フ
ラ
ン
ダ
ー
ス
地
方
の
リ
カ
バ

リ
ー
カ
レ
ッ
ジ
の
数
は
、２
０
１
９
年

に
は
15
か
所
に
な
る
予
定
で
あ
る
。

◆
か
か
り
つ
け
医
が
精
神
保
健
を
担
う

　

地
域
の
一
般
診
療
科
の
家
庭
医

（
Ｇ
Ｐ
）
や
診
療
所
開
業
医
に
は
、

精
神
保
健
の
分
野
で
の
予
防
や
応
急

を
含
め
た
プ
ラ
イ
マ
リ
ケ
ア
と
い
う

重
要
な
役
割
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

総
合
的
な
立
場
か
ら
の
診
断
と
治
療

を
行
な
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。

　

精
神
的
健
康
の
面
で
問
題
を
抱
え

る
人
の
う
ち
、
精
神
保
健
医
療
の
ケ

ア
を
受
け
て
い
る
の
は
３
人
に
１
人

で
あ
る
。
地
域
の
見
え
な
い
部
分
に

着
目
し
た
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
で

あ
る
。
入
院
治
療
で
は
対
応
で
き
な

い
。

　

こ
の
課
題
で
プ
ラ
イ
マ
リ
ケ
ア
を

行
な
っ
て
い
る
医
師
に
は
、
資
源
と

な
る
力
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
▽
地
域

で
の
長
期
継
続
し
た
診
療
活
動
と
、

そ
の
中
で
の
受
診
者
と
の
接
触
が
頻

繁
で
あ
る
こ
と
▽
身
体
と
精
神
の
統

合
ケ
ア
を
提
供
し
て
い
る
こ
と
▽
専

門
ケ
ア
へ
の
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー（
受
診

者
の
状
態
を
見
極
め
、必
要
な
人
に
治

療
の
動
機
づ
け
を
し
、専
門
医
療
を
紹

介
す
る
役
割
）と
し
て
機
能
し
て
い
る

こ
と
▽
専
門
ケ
ア
及
び
福
祉
サ
ー
ビ

ス
と
プ
ラ
イ
マ
リ
ケ
ア
と
の
つ
な
ぎ

役
に
な
れ
る
こ
と
―
で
あ
る
。

　

Ｇ
Ｐ
と
密
接
に
協
力
す
る
こ
と
に

よ
り
、
早
期
発
見
、
早
期
介
入
が
で

き
る
。
プ
ラ
イ
マ
リ
ケ
ア
に
精
神
保

健
ケ
ア
を
融
合
さ
せ
る
こ
と
で
、
そ

の
地
域
に
お
け
る
精
神
疾
患
の
治
療

技
術
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

精
神
保
健
ケ
ア
の
対
象
者
は
数
多

く
存
在
し
、
資
源
は
限
ら
れ
て
い
る

た
め
、
協
働
体
制
と
プ
ラ
イ
マ
リ
ケ

ア
に
対
す
る
い
っ
そ
う
の
支
援
が
重

要
で
あ
る
。
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◆
２
回
の
失
敗
を
乗
り
越
え

　

ベ
ル
ギ
ー
に
お
け
る
改
革
で
は
過

去
に
２
回
の
失
敗
が
あ
っ
た
。
そ
れ
を

乗
り
越
え
て
く
る
こ
と
が
で
き
た
の

は
、次
の
要
素
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

▽
崇
高
な
ビ
ジ
ョ
ン
▽
希
望
▽

「
明
日
か
ら
役
立
つ
サ
ー
ビ
ス
」
の

発
想
を
超
え
る
こ
と
▽
利
用
者
中
心

の
改
革
（
利
用
者
の
訴
え
に
真
摯
に

向
き
合
っ
た
）
▽
海
外
と
の
交
流
。

　

現
在
の
日
本
の
状
況
で
は
、
ベ
ル

ギ
ー
の
よ
う
な
改
革
を
行
う
こ
と
は

困
難
で
あ
る
。
当
面
は
、
国
内
外
の

経
験
を
相
互
に
学
び
あ
う
活
動
を
展

開
す
る
の
が
よ
い
。

　

精
神
医
療
、精
神
保
健
、精
神
的
健

康
は
個
別
の
国
や
個
人
の
問
題
で
は

な
く
、こ
の
社
会
に
生
き
る
す
べ
て
の

人
の
普
遍
的
な
問
題
で
あ
り
、人
間
を

ど
う
見
る
か
の
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の

問
題
で
も
あ
る
。
精
神
医
療
を
精
神

科
医
療
が
独
占
し
て
は
な
ら
な
い
。

◆
日
本
の
課
題

　

▽
行
政
、専
門
家
集
団
、家
族
会
運

動
な
ど
ト
ッ
プ
と
ボ
ト
ム
の
質
と
量

の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
▽
当
事
者
や
家
族

と
の
協
働
と
い
う
、関
係
者
が
平
た
く

つ
な
が
り
支
え
あ
っ
て
活
動
を
進
め

る
方
式
の
採
用
▽
国
家
的
ビ
ジ
ョ
ン

の
合
意
形
成
と
実
施
体
制
づ
く
り
▽

Ｗ
Ｈ
Ｏ
や
Ｅ
Ｕ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｓ
と
の
連
携

に
よ
る
政
策
づ
く
り（「
Ｅ
Ｕ
Ｃ
Ｏ
Ｍ

Ｓ
の
合
意
文
書
」が
モ
デ
ル
と
な
る
）

　

平
成
16
年
の
「
改
革
ビ
ジ
ョ
ン
」

は
作
り
直
し
が
必
要
で
あ
る
。
現
状

に
合
わ
せ
た
改
革
は
失
敗
す
る
。
普

遍
性
を
追
求
す
る
こ
と
。
特
別
な
技

法
の
導
入
な
ど
に
よ
る
小
手
先
の
改

革
は
行
な
わ
な
い
。

◆
家
族
会
へ
の
期
待

　

▽
「
症
状
を
ど
う
治
す
か
」
か
ら

「
ど
う
生
き
る
か
」
へ
考
え
を
改
め

て
ほ
し
い
。
▽
要
求
実
現
型
運
動
を

超
え
た
活
動
を
し
て
ほ
し
い
。
▽
ボ

ト
ム
ア
ッ
プ
と
し
て
の
社
会
へ
の
積

極
的
参
画
を
し
て
ほ
し
い
。
▽
経
験

に
よ
る
知
見
を
磨
き
社
会
貢
献
を
し

て
ほ
し
い
。
▽
人
間
性
の
回
復
と
普

遍
性
の
追
求
を
行
な
っ
て
ほ
し
い
。

《
編
集
者
の
感
想
》

　

伊
勢
田
先
生
の
講
演
に
大
い
に
共

感
し
、
反
省
も
し
ま
し
た
。
精
神
保

健
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
の
主
要
団
体

で
あ
る
「
み
ん
な
ね
っ
と
」
は
、
改

革
に
向
け
て
さ
ら
に
活
動
の
レ
ベ
ル

を
高
め
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。

（
要
約
・
編
集　

野
村
忠
良
）
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◆
基
調
報
告（
西
村
氏
）

　

私
た
ち
は
、

平
成
28
年
６

月
に
、
さ
い

た
ま
市
の
民

家
を
借
り
て

精
神
科
診
療
所
「
だ
る
ま
さ
ん
ク
リ

ニ
ッ
ク
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

　

職
員
構
成
は
、医
師
１
名
と
臨
床
心

理
士
１
名
で
す
。
同
じ
地
域
に
あ
る

「
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ふ
ぁ
ん
」

と
組
ん
で
、多
職
種
チ
ー
ム
に
よ
る
訪

問
診
療
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
相
手

の
都
合
に
応
じ
て
随
時
、訪
問
し
て
い

ま
す
。
外
来
は
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日

の
午
前
中
の
み
で
、昼
間
は
診
療
所
に

誰
も
い
な
い
こ
と
が
多
い
で
す
。

　
「
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ふ
ぁ
ん
」

は
、同
じ
年
の
４
月
に
開
業
。
24
時
間
、

精
神
障
害
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

地
域
づ
く
り
を
共
に
―
当
事
者
・
家
族
が
で
き
る
こ
と

基
調
報
告
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

〇
西
村
秋
生
氏
（
だ
る
ま
さ
ん

ク
リ
ニ
ッ
ク
・
さ
い
た
ま
市
）

シ
ン
ポ
ジ
ス
ト

〇
磯
田
重
行
氏
（
日
本
ピ
ア
ス

タ
ッ
フ
協
会
／
リ
カ
バ
リ
ー
セ
ン

タ
ー
く
る
め
・
福
岡
県
久
留
米
市
）

〇
佐
藤
美
樹
子
氏
（
さ
い
た
ま

市
も
く
せ
い
家
族
会
）

〇
岡
崎
公
彦
氏
（
岡
崎
ク
リ
ニ
ッ

ク
・
東
京
都
墨
田
区
）

み
ん
な
ね
っ
と
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
よ
り

《
特
集
》地
域
づ
く
り
を
共
に
―
当
事
者
も
家
族
も
大
活
躍
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３
６
５
日
対
応
で
す
が
、
通
常
営
業

は
平
日
の
み
で
す
。
職
員
構
成
は
看

護
師
３
名
、
作
業
療
法
士
１
名
の
他
、

他
事
業
所
と
の
兼
務
の
精
神
保
健
士

２
名
が
い
ま
す
。

　

チ
ー
ム
が
大
切
に
し
て
い
る
こ
と

は
、基
本
的
に
は「
リ
カ
バ
リ
ー（
本
人

の
願
い
に
基
づ
く
生
活
目
標
や
希
望

の
回
復
）」と「
ス
ト
レ
ン
グ
ス（
本
人

の
長
所
を
活
用
し
た
回
復
）」
で
あ
り
、

次
の
こ
と
を
大
事
に
し
て
い
ま
す
。

▽
利
用
者
の
言
葉
や
気
持
ち
に
寄
り

添
う
▽
利
用
者
の
自
己
決
定
の
尊
重

▽
中
腰
の
姿
勢
で
待
つ
▽
ス
タ
ッ
フ

の
個
性
の
尊
重
（
リ
カ
バ
リ
ー
・
ス

ト
レ
ン
グ
ス
志
向
）
▽
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
を
含
め
た
円
滑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
▽
地
域
と
の
連
携
▽
地
域
に

お
け
る
貢
献

《
質
疑
応
答
で
の
西
村
氏
の
応
答
か
ら
》

▽
精
神
科
病
院
の
外
来
に
勤
務
し
て

い
た
時
よ
り
、
今
の
仕
事
の
方
が
楽

し
い
。
▽
地
域
貢
献
す
る
に
は
人
々

と
つ
な
が
る
こ
と
が
大
切
。
い
い
人

に
出
会
え
る
。
▽
今
後
は
オ
ー
プ
ン

ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
を
や
り
た
い
。
ア
ウ

ト
リ
ー
チ
で
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

ピ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
一
緒
に
チ
ー
ム
で

訪
問
し
た
い
。
▽
私
に
と
っ
て
の
リ

カ
バ
リ
ー
の
ゴ
ー
ル
は
、
死
ぬ
と
き

に
、
ま
あ
、
そ
こ
そ
こ
い
い
人
生
だ
っ

た
か
な
と
思
え
る
こ
と
。

◆
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
・
磯
田
氏
の
話

　

今
年
で
50
歳
に
な
り
ま
す
。
大
学

の
時
か
ら
視
線
恐
怖
が
あ
り
、
卒
業

し
て
24
歳
で
就
職
し
た
時
に
統
合
失

調
症
を
発
症
し
ま
し
た
。

〈
デ
イ
ケ
ア
で
の
仲
間
と
の
出
会
い
〉

　

精
神
科
病
院
の
デ
イ
ケ
ア
で
仲
間

と
出
会
え
、
安
心
で
き
て
回
復
の
一

歩
が
踏
み
出

せ
ま
し
た
。

先
輩
た
ち
を

見
習
っ
て
ア

ル
バ
イ
ト
を

し
ま
し
た
が
、
長
く
は
続
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
し
か
し
役
割
を
持
ち
た
い
、

働
き
た
い
と
い
う
思
い
が
生
ま
れ
、

リ
カ
バ
リ
ー
の
原
点
に
な
り
ま
し
た
。

〈
当
事
者
活
動
に
参
加
〉

　

次
に
は
「
く
る
め
出
逢
い
の
会
」

に
参
加
し
て
、
当
事
者
活
動
を
知
り

ま
し
た
。
仲
間
が
病
院
や
行
政
に
つ

い
て
自
由
に
意
見
を
言
っ
て
い
る
の

を
見
て
、
精
神
病
者
に
も
権
利
が
あ

る
と
思
え
勇
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
モ
デ
ル
事
業

に
も
参
加
し
ま
し
た
。
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〈
ピ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
勤
務
〉

　

２
０
０
１
年
か
ら
の
９
年
間
は
、
久

留
米
市
の
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
で
ピ

ア
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
勤
務
し
、
勤
務
の

か
た
わ
ら
Ｗラ

ッ

プ

Ｒ
Ａ
Ｐ（
元
気
回
復
行
動

プ
ラ
ン
）の
勉
強
を
始
め
ま
し
た
。

　

自
分
は
今
の
ま
ま
で
い
い
と
い
う

感
覚
が
生
ま
れ
、
自
分
を
支
え
る
理

念
に
な
っ
て
い
ま
す
。
全
国
の
仲
間

と
の
出
会
い
が
あ
り
ま
し
た
。

　

２
０
１
０
年
に
福
岡
市
の
社
会
福

祉
法
人
に
転
勤
し
、
２
か
所
の
事
業

所
を
任
さ
れ
ま
し
た
。

〈
日
本
ピ
ア
ス
タ
ッ
フ
協
会
〉

　

２
０
１
７
年
度
か
ら
、日
本
ピ
ア
ス

タ
ッ
フ
協
会
の
会
長
に
就
き
ま
し
た
。

こ
の
協
会
で
は
２
０
１
２
年
か
ら
毎

年
全
国
ピ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
集
い
を
開

い
て
講
演
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
分
科

会
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

全
国
で
活
躍
す
る
ピ
ア
ス
タ
ッ
フ
の

交
流
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ピ
ア
ス

タ
ッ
フ
を
め
ざ
す
人
は
情
報
収
集
が
で

き
ま
す
。
ピ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
働
く
多
く

の
専
門
職
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
協
会
の
使
命
は
、▽
全
国
の
精

神
保
健
福
祉
関
係
者
に
ピ
ア
ス
タ
ッ

フ
の
存
在
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
▽
孤
立

し
て
い
る
ピ
ア
ス
タ
ッ
フ
同
士
を
つ

な
げ
る
役
割
を
す
る
▽
今
、
苦
し
み

の
中
に
い
る
ピ
ア（
当
事
者
）の
モ
デ

ル
に
な
る
▽
専
門
職
と
の
協
働
に
よ

り
日
本
で
よ
り
よ
い
精
神
保
健
福
祉

サ
ー
ビ
ス
を
め
ざ
す
▽
支
援
者
も

利
用
者
も
ピ
ア
ス
タ
ッ
フ
も
リ
カ
バ

リ
ー
を
実
現
す
る
―
こ
と
で
す
。

〈
ピ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
役
割
・
可
能
性
〉

　

ピ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
役
割
に
は
、
▽

リ
カ
バ
リ
ー
ス
ト
ー
リ
ー
を
話
す（
体

験
の
共
有
）
▽
利
用
者
の
思
い
に
共

感
す
る
▽
利
用
者
の
モ
デ
ル
に
な
る

▽
利
用
者
に
寄
り
添
う
姿
勢
を
大
切

に
す
る
▽
専
門
職
と
協
働
す
る
▽
ピ

ア
ス
タ
ッ
フ
自
身
が
リ
カ
バ
リ
ー
し

て
い
く
▽
シ
ス
テ
ム（
仕
組
み
）を
改

革
す
る
―
―
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

ピ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
可
能
性
と
し
て

は
、
▽
新
し
い
支
援
の
か
た
ち
を
つ

く
る
（
Ｗ
Ｒ
Ａ
Ｐ
＝
元
気
回
復
プ

ラ
ン
、
当
事
者
研
究
）
▽
現
場
の

価
値
観
を
変
え
る
▽
地
域
の
価
値
観

を
変
え
る
（
ス
テ
ィ
グ
マ
の
払
拭
）

▽
制
度
を
変
え
て
い
く
▽
リ
カ
バ

リ
ー
志
向
の
サ
ー
ビ
ス
に
は
必
要
な

存
在
で
あ
る
こ
と
の
理
解
を
進
め
る

▽
精
神
を
病
ん
だ
人
の
希
望
に
な
る

―
―
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

〈
リ
カ
バ
リ
ー
セ
ン
タ
ー
開
設
〉

　

２
０
１
７
年
に
久
留
米
市
で
「
株

式
会
社
リ
カ
バ
リ
ー
セ
ン
タ
ー
く
る



11 　特集　地域づくりを共に―当事者も家族も大活躍

め
」
を
設
立
し
、翌
年
２
月
か
ら
サ
ー

ビ
ス
事
業
を
始
め
ま
し
た
。
ス
タ
ッ

フ
８
人
の
う
ち
５
人
が
ピ
ア
で
、
ピ

ア
ス
タ
ッ
フ
に
は
精
神
保
健
福
祉
士

と
社
会
福
祉
士
の
資
格
の
あ
る
人
が

各
１
名
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
ピ
ア
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
看
護
師
の
資
格

が
あ
る
ス
タ
ッ
フ
も
い
ま
す
。

　
「
誰
も
が
自
分
の
力
を
信
じ
、
元

気
で
自
分
ら
し
く
生
き
る
」
と
い
う

信
念
の
も
と
、
個
々
人
の
状
態
や
希

望
に
応
じ
て
通
所
と
訪
問
支
援
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。

　

中
心
は
通
所
グ
ル
ー
プ
活
動
で
、

香こ
う
ど
う道
、書
道
、英
会
話
、音
楽
、ク
ッ
キ

ン
グ
、ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
、マ
イ
ン
ド
フ

ル
ネ
ス
、登
山
、Ｗ
Ｒ
Ａ
Ｐ
、Ｓ
Ｓ
Ｔ

（
生
活
技
能
訓
練
）、
お
は
な
し
会
な

ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
り
ま
す
。

　

月
ご
と
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
あ
り
、

ホ
テ
ル
の
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
で
の
食
事
会

や
梅
ま
つ
り
見
物
な
ど
を
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
ら
に
参
加
し
て
自
分
が
楽

し
め
、
自
分
を
認
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
グ

ル
ー
プ
活
動
が
難
し
い
方
に
は
、
個

別
の
対
応
を
し
て
い
ま
す
。
定
員
は

20
名
で
す
。
毎
日
食
事
を
３
０
０
円

で
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

利
用
期
間
は
２
年
で
、
そ
の
間
に

次
へ
の
ス
テ
ッ
プ
を
見
つ
け
、
つ
な

ぐ
役
割
を
し
て
い
ま
す
。

　

対
象
に
な
る
障
害
は
精
神
障
害
と

知
的
障
害
、
発
達
障
害
で
す
。
そ
れ

ら
の
障
害
と
重
複
し
て
、
身
体
障
害

や
難
病
の
あ
る
方
の
利
用
も
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。

〈
ピ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
課
題
〉

　

ピ
ア
ス
タ
ッ
フ
は
、こ
れ
か
ら
次
の

課
題
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
す
。

▽
利
用
者
に
と
こ
と
ん
寄
り
添
う
姿

勢
▽
利
用
者
の
核
心
に
迫
る
支
援
▽

他
の
専
門
職
と
の
協
働
▽
枠
に
と
ら

わ
れ
な
い
働
き
方
▽
仕
事
を
獲
得
し

て
い
く
こ
と
▽
権
利
擁
護
▽
共
に
リ

カ
バ
リ
ー
を
実
現
す
る
。

《
質
疑
応
答
で
の
磯
田
氏
の
応
答
か
ら
》

▽「
株
式
会
社
リ
カ
バ
リ
ー
セ
ン
タ
ー

く
る
め
」
の
財
政
面
で
は
、
開
設
以

来
の
１
年
間
で
黒
字
の
月
は
２
か
月

し
か
な
か
っ
た
。

▽
発
病
し
て
26
年
間
、
服
薬
を
続
け

て
き
た
。
初
め
は
病
気
に
な
っ
た
こ

と
を
悔
や
ん
で
い
た
が
、
20
年
が
過

ぎ
て
か
ら
は
病
気
に
な
っ
て
よ
か
っ

た
と
思
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

▽
西
村
氏
の「
オ
ー
プ
ン
ダ
イ
ア
ロ
ー

グ
を
ピ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
一
緒
に
や
り

た
い
」と
の
発
言
に
対
し
て
は
、
待
遇
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が
チ
ー
ム
の
お
ま
け
で
は
な
く
、
対

等
に
参
加
で
き
て
給
料
も
き
ち
ん
と

払
わ
れ
る
の
な
ら
一
緒
に
や
り
た
い
。

▽
今
後
の
「
リ
カ
バ
リ
ー
セ
ン
タ
ー

く
る
め
」
の
目
標
は
養
蜂
へ
の
取
り

組
み
。
沖
縄
の
自
然
農
法
に
も
感
動

し
た
。
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
の
制
度

を
使
っ
て
や
ろ
う
と
思
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
積
み
重
ね
の
過
程
が
リ

カ
バ
リ
ー
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

《
編
集
者
か
ら
》

　

西
村
氏
と
磯
田
氏
の
活
躍
に
胸
躍
る
思
い

の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

◆
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
・
佐
藤
氏
の
話

　

私
は
さ
い
た
ま
市
に
あ
る
「
も
く

せ
い
家
族
会
」
に
所
属
し
て
い
ま
す
。

会
員
が
１
３
５
名
い
ま
す
（
さ
い
た

ま
市
の
人
口
は
１
３
０
万
人
）。

〈
作
業
所
の
開
設
〉

　

も
く
せ
い
家
族
会
は
、
作
業
所
づ

く
り
を
め
ざ
し
て
１
９
８
１
年
に
立

ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
２
か
所
の

作
業
所
と
授
産
施
設
が
開
設
さ
れ
、

２
０
０
４
年
に
は
社
会
福
祉
法
人
も

く
せ
い
福
祉
会
を
設
立
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、作
業
所
を
利
用
す
る
方
々

の
８
割
は

家
族
会
員

以
外
の
世

帯
の
方
で
、

会
員
の
世

帯
の
当
事
者
の
方
々
の
多
く
は
自
宅

療
養
の
ま
ま
で
し
た
。

　

そ
こ
で
今
度
は
、
家
族
自
身
の
リ

カ
バ
リ
ー
と
外
と
つ
な
が
る
活
動
に

目
を
向
け
ま
し
た
。
家
族
会
役
員
は

福
祉
会
要
職
か
ら
徐
々
に
離
れ
て
い

き
、
２
０
１
２
年
に
は
家
族
会
と
福

祉
会
の
組
織
を
分
離
し
ま
し
た
。

〈
家
族
の
リ
カ
バ
リ
ー
・
地
域
で
の
活
躍
〉

　

話
は
２
０
０
６
年
に
戻
り
ま
す
。

埼
玉
県
立
大
学
か
ら
家
族
が
招
か
れ
、

体
験
を
語
る
機
会
を
与
え
ら
れ
た
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
講
演
し

た
家
族
自
身
の
リ
カ
バ
リ
ー
に
つ
な

が
る
こ
と
が
わ
か
り
、
２
０
１
０
年

以
降
も
、
大
学
な
ど
で
の
家
族
に
よ

る
体
験
の
語
り
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

２
０
０
９
年
か
ら「
家
族
に
よ
る
家

族
学
習
会
」の
活
動
を
取
り
入
れ
ま
し

た
。
家
族
会
を
知
ら
な
い
地
域
の
家

族
に
働
き
か
け
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
同
年
か
ら
毎
月
１
回
、Ａア

Ｃク

Ｔト

（
訪
問
診
療
）の
勉
強
会
も
開
始
し
、

２
０
１
１
年
か
ら
は「
も
く
せ
い
お
茶

飲
み
隊
」と
い
う
家
族
会
に
よ
る
ア
ウ

ト
リ
ー
チ
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
２
０
１
４
年
か
ら
は
市
民
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活
動
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
参
加
す
る
よ

う
に
な
り
、
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
を
家
族
会
の
拠
点
に
し
て
、
ロ
ッ

カ
ー
や
郵
便
箱
を
確
保
し
ま
し
た
。

　

毎
年
春
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は

ブ
ー
ス
に
参
加
し
て
啓
発
ポ
ス
タ
ー

を
張
り
出
し
、
統
合
失
調
症
を
テ
ー

マ
に
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
し
た
り
幻

聴
を
テ
ー
マ
に
し
た
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
や
精
神
保
健
福
祉
関
係
の
書
籍

の
紹
介
、
家
族
会
の
パ
ン
フ
配
布
、

家
族
相
談
を
受
け
た
り
し
て
い
ま
す
。

〈
Ａ
Ｃ
Ｔ
の
立
ち
上
げ
〉

　

話
を
再
び
戻
し
て
、
２
０
０
９
年

か
ら
の
月
１
回
の
Ａ
Ｃ
Ｔ
実
現
の
た

め
の
勉
強
会
の
話
題
に
な
り
ま
す
が
、

市
の
保
健
所
で
講
師
に
伊
藤
順
一
郎

先
生
と
コ
ン
ボ
の
久
永
文
恵
さ
ん
を

招
い
て
Ａ
Ｃ
Ｔ
勉
強
会
を
行
な
い
ま

し
た
。

　

参
加
者
は
、
さ
い
た
ま
市
内
の
５

つ
の
家
族
会
で
構
成
す
る
さ
い
た
ま

市
精
神
障
害
者
家
族
会
連
絡
会
３
名
、

保
健
所
職
員
３
～
４
名
、
障
害
福
祉

課
課
長
補
佐
１
名
、
埼
玉
県
立
大
学

教
員
１
名
で
す
。

　

２
０
１
０
年
に
は
、
４
月
か
ら
８

月
に
か
け
て
５
回
の
連
続
講
座
が
開

か
れ
、
毎
回
、
市
内
の
医
療
関
係
者
、

当
事
者
、
家
族
な
ど
、
80
名
前
後
の

参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
様
子

は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
の
Ｅ
テ
レ
で
も

放
映
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
参
加
者
の
中
か
ら
Ａ
Ｃ
Ｔ
に

興
味
が
あ
り
、
や
っ
て
み
た
い
、
関

わ
り
た
い
と
い
う
人
々
が
現
れ
、
行

政
か
ら
の
声
か
け
で
毎
月
１
回
の
会

議
や
懇
親
会
を
開
く
ま
で
に
な
り
ま

し
た
。

　

参
加
メ
ン
バ
ー
は
、
行
政
の
保
健

師
、
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
、
行
政
関

係
の
精
神
科
医
と
看
護
師
、
訪
問
看

護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
看
護
師
、
地
元

の
大
学
教
員
、当
事
者
、家
族
で
し
た
。

そ
の
会
議
で
、
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な

人
た
ち
と
の
顔
と
名
前
の
わ
か
る
関

係
づ
く
り
や
Ａ
Ｃ
Ｔ
の
人
材
確
保
な

ど
、
具
体
的
な
取
り
組
み
が
模
索
さ

れ
、
や
る
気
の
あ
る
人
を
皆
で
応
援

し
ま
し
た
。

　

会
議
に
加
え
て
年
２
回
の
研
修
会

も
開
か
れ
、
関
係
機
関
に
チ
ラ
シ
を

配
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
と
う
と
う
、
２
０
１
１
年

５
月
に
さ
い
た
ま
市
初
の
精
神
科
訪

問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
立
ち
上
が

り
、
翌
年
４
月
か
ら
は
地
域
に
古
く

か
ら
あ
る
精
神
科
病
院
で
Ａ
Ｃ
Ｔ
が

活
動
を
始
め
ま
し
た
。

　

対
象
に
な
る
の
は
、
▽
未
受
診
▽
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長
期
ひ
き
こ
も
り
▽
入
退
院
の
繰
り

返
し
▽
親
の
高
齢
化
に
よ
る
親
な
き

後
を
心
配
し
て
い
る
―
―
の
方
々
で

す
。

〈
家
族
に
よ
る
訪
問
支
援
〉

　

話
は
「
も
く
せ
い
お
茶
飲
み
隊
」

に
戻
り
ま
す
が
、
研
修
を
受
け
た
家

族
会
員
が
複
数
（
基
本
は
２
名
）
で

訪
問
（
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
）
し
ま
す
。

会
員
に
訪
問
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
促

し
、
背
中
を
押
し
ま
す
。

　

訪
問
の
目
的
は
▽
家
族
の
話
や
悩

み
を
「
聴
く
」
こ
と
▽
そ
の
方
が
知

り
た
い
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
▽
閉

じ
た
家
庭
に
風
を
送
り
込
む
こ
と
。

　

隣
の
お
ば
さ
ん
が
お
茶
飲
み
に
立

ち
寄
る
感
覚
で
邪
魔
に
な
ら
な
い
支

援
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
当
事
者
に

直
接
働
き
か
け
る
こ
と
は
一
切
し
て

い
ま
せ
ん
が
、
ピ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
一

緒
に
訪
問
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
。

　

地
域
の
活
動
で
は
そ
の
他
、
Ａ
Ｃ

Ｔ
を
進
め
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
や
埼
玉
県
地
域
事
例
検
討

会
（
年
５
回
）
な
ど
に
家
族
も
参
加

し
て
顔
の
見
え
る
関
係
づ
く
り
、
支

援
者
と
家
族
が
協
働
す
る
地
域
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

〈
私
の
リ
カ
バ
リ
ー
〉

　

自
分
自
身
を
振
り
返
っ
て
リ
カ
バ

リ
ー
と
は
何
か
を
考
え
る
と
、
統
合

失
調
症
の
息
子
と
一
緒
に
「
人
」
と

し
て
生
き
て
き
た
こ
と
、
そ
の
こ
と

自
体
が
リ
カ
バ
リ
ー
で
あ
っ
た
と
感

じ
て
い
ま
す
。

《
編
集
者
の
感
想
》

　

お
二
人
の
活
躍
は
、
本
当
に
あ
っ
た
こ

と
な
の
で
あ
ろ
う
か
と
、
驚
き
と
感
動
に

包
ま
れ
ま
す
。
こ
の
熱
意
に
満
ち
た
人
々

と
地
域
の
つ
な
が
り
が
あ
れ
ば
、
地
域
支

援
体
制
の
早
期
の
実
現
も
夢
で
は
な
い
と

思
え
ま
し
た
。

　

磯
田
氏
の
事
業
所
で
は
、
総
合
支
援
法
の

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
制
度
の
欠
陥
を
補
う

素
晴
ら
し
い
支
援
が
実
践
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
の
法
改
正
の
と
き
に
、
好
事
例
と
し

て
掲
げ
る
と
よ
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

次
は
、Ａ
Ｃ
Ｔ
を
行
な
う
ク
リ
ニ
ッ

ク
の
開
設
に
情
熱
を
持
っ
て
取
り
組

ま
れ
た
岡
崎
先
生
の
お
話
を
お
届
け

し
ま
す
。

◆
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
・
岡
崎
氏
の
話

　

東
京
都
の
墨
田
区
で
、精
神
科
の

「
岡
崎
ク
リ
ニ
ッ
ク
」を
開
業
し
て
い

ま
す
。訪
問
診
療
が
中
心
で
す
。
包
括

型
地
域
支
援（
Ａ
Ｃ
Ｔ
）を
モ
デ
ル
に

し
て
患
者
支
援
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
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ス
タ
ッ
フ
の
構
成
は
、
医
師
１
名
、

看
護
師
１
名
、
作
業
療
法
士
１
名
、

精
神
保
健
福
祉
士
２
名
で
す
。

〈
ク
リ
ニ
ッ
ク
開
業
の
理
由
〉

　

私
は
開
業
す
る
ま
で
は
精
神
科
病

院
に
10
年
間
勤
務
し
て
い
て
、
病
院

内
部
で
改
革
を
試
み
て
い
ま
し
た
が
、

限
界
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
以
下

の
理
由
で
病
院
を
辞
し
、
地
域
で
ク

リ
ニ
ッ
ク
を
開
業
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

▽
精
神
科
病
院
で
の
急
性
期
患
者
へ

の
濃
厚
な
治
療
体
制
が
進
み
入
院
期

間
は
短
縮
傾
向
に
あ
る
▽
慢
性
の
長

期
入
院
患
者
は
減
っ
て
い
な
い
▽
地

域
と
精
神
科

病
院
と
の
間

に
は
大
き
な

溝
が
あ
り
、

意
志
疎
通
、

情
報
共
有
が
で
き
て
い
る
と
は
言
え

な
い
▽
重
度
の
精
神
障
害
を
持
っ
た

方
へ
の
対
応
は
相
変
わ
ら
ず
で
あ
る

▽
地
域
（
生
活
の
場
）
で
可
能
な
限

り
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
方
法
は
な
い

か
探
る
▽
リ
カ
バ
リ
ー
と
い
う
概
念

や
Ａ
Ｃ
Ｔ
と
出
会
っ
た
。

〈
Ａ
Ｃ
Ｔ
と
は
〉

　

こ
こ
で
、「
Ａ
Ｃ
Ｔ
」
に
つ
い
て
説

明
し
ま
す
。

　

Ａ
Ｃ
Ｔ
と
い
う
支
援
方
法
は
、

１
９
７
０
年
代
初
め
に
ア
メ
リ
カ
で

生
ま
れ
世
界
に
広
ま
り
ま
し
た
。

　

日
本
で
は
平
成
14
年
度
か
ら
厚
生

労
働
科
学
研
究
と
し
て
始
め
ら
れ
、

同
15
年
５
月
に
Ａ
Ｃ
Ｔ
―
Ｊ
チ
ー
ム

が
つ
く
ら
れ
実
践
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
現
在
は
国
内
に
20
を
超

え
る
チ
ー
ム
が
あ
り
ま
す
が
、
制
度

化
は
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

Ａ
Ｃ
Ｔ
の
基
本
的
な
特
徴
と
し
て
、

▽
リ
カ
バ
リ
ー
（
本
人
の
願
い
に
基

づ
く
生
活
目
標
や
希
望
の
回
復
）
▽

本
人（
当
事
者
）中
心
▽
本
人
の
強
み

重
視
の
視
点
▽
多
職
種
チ
ー
ム
に
よ

る
働
き
か
け
▽
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
（
訪

問
）
▽
24
時
間
３
６
５
日
の
サ
ー
ビ

ス
▽
個
別
支
援
チ
ー
ム
の
形
成
―
―

が
あ
り
ま
す
。

〈
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
利
用
者
〉

　

岡
崎
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
訪
問
エ
リ
ア

は
、
墨
田
区
・
台
東
区
の
全
域
と
荒

川
区
東
部
、
足
立
区
南
部
な
ど
の
範

囲
で
す
。

　

利
用
者
の
傾
向
と
し
て
は
す
べ
て

重
度
の
精
神
障
害
者
で
あ
り
、
未
受

診
、
治
療
中
断
の
方
が
８
割
に
な
り

ま
す
。

　

訪
問
医
療
の
依
頼
ル
ー
ト
の
ほ
と

ん
ど
は
保
健
セ
ン
タ
ー
、
地
域
包
括
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支
援
セ
ン
タ
ー
、
生
活
福
祉
課
、
精

神
科
病
院
、
精
神
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
、

相
談
支
援
事
業
所
な
ど
の
関
係
機
関

で
す
。

　

訪
問
対
象
の
重
度
精
神
障
害
の

方
々
は
人
と
の
関
係
が
断
た
れ
、
社

会
や
地
域
か
ら
孤
立
し
て
い
ま
す
。

近
隣
と
の
ト
ラ
ブ
ル
を
抱
え
て
い
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。
過
去
の
出
来
事

（
い
じ
め
、挫
折
等
）や
治
療
歴
か
ら
生

ま
れ
た
医
療
不
信
猜
疑
心
、
恐
怖
心
、

自
己
羞
恥
な
ど
に
苦
し
ん
で
い
ま
す
。

〈
利
用
者
の
１
事
例
〉

　

あ
る
40
代
男
性
の
事
例
で
は
、
医

療
中
断
し
て
い
て
家
族
が
入
院
さ
せ

た
も
の
の
、
退
院
後
は
や
は
り
受
診

せ
ず
、
母
親
が
代
理
受
診
、
薬
を
受

け
取
っ
て
い
ま
し
た
。

　

本
人
は
引
き
こ
も
り
、
気
に
入
ら

な
い
こ
と
が
あ
る
と
暴
れ
て
い
ま
し

た
。
母
親
は
医
師
か
ら
本
人
の
通
院

を
求
め
ら
れ
、
困
っ
て
精
神
保
健
セ

ン
タ
ー
に
相
談
し
た
結
果
、
岡
崎
ク

リ
ニ
ッ
ク
を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
人
が
初
診
で
定
期
的
訪
問
を

渋
々
な
が
ら
受
け
入
れ
て
く
れ
た
の

で
、
訪
問
診
察
が
続
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

あ
る
と
き
本
人
の
コ
ン
ポ
が
壊
れ
、

暴
れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
岡
崎
ク

リ
ニ
ッ
ク
の
ス
タ
ッ
フ
が
介
入
を
始

め
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
よ
り
、
自
分
の
願
い
を
叶

え
る
た
め
に
暴
れ
る
こ
と
は
な
く
な

り
、
必
要
な
費
用
を
親
か
ら
も
ら
う

た
め
に
家
事
の
手
伝
い
を
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

困
り
ご
と
の
解
決
も
、
母
に
要
求

す
る
姿
勢
か
ら
同
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
緊

急
電
話
に
連
絡
す
る
よ
う
に
な
り
、

大
声
で
騒
ぐ
こ
と
が
減
り
、
モ
ノ
を

壊
す
こ
と
も
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

今
で
は
、
自
転
車
を
買
っ
て
ス
カ

イ
ツ
リ
ー
ま
で
サ
イ
ク
リ
ン
グ
に
行

く
計
画
を
立
て
始
め
て
い
ま
す
。

　

両
親
に
も
変
化
が
起
き
ま
し
た
。

父
親
が
本
人
の
要
求
を
母
親
と
共
に

担
う
よ
う
に
な
り
、
両
親
が
で
き
な

い
こ
と
は
岡
崎
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
連
絡

す
る
よ
う
、
本
人
に
伝
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

本
人
の
言
動
に
親
が
怒
る
こ
と
が

あ
っ
て
も
、
本
人
に
守
っ
て
ほ
し
い

こ
と
を
文
書
に
し
て
お
互
い
に
サ
イ

ン
を
交
わ
す
こ
と
で
、
う
ま
く
い
く

よ
う
に
も
な
り
ま
し
た
。

　

両
親
は
、自
分
た
ち
が
亡
く
な
っ
た

後
の
本
人
の
こ
と
を
案
じ
て
は
い
ま

す
が
、「
ボ
チ
ボ
チ
で
い
い
で
す
よ
ね
」

と
言
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
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〈
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
役
割
・
課
題
〉

　

地
域
に
お
け
る
岡
崎
ク
リ
ニ
ッ
ク

の
役
割
は
、
医
療
面
で
は
ト
リ
ア
ー

ジ（
治
療
の
優
先
順
位
の
決
定
）、
生

活
面
で
は
重
度
の
精
神
障
害
が
あ
る

方
が
主
体
性
を
取
り
戻
し
、
自
分
で

こ
れ
か
ら
の
人
生
を
生
き
て
い
こ
う

と
思
え
る
状
態
に
変
わ
る
リ
カ
バ

リ
ー
志
向
の
実
践
で
す
。

　

地
域
で
の
下
支
え
、医
療
・
福
祉
か

ら
の
地
域
づ
く
り
へ
の
貢
献
も
岡
崎

ク
リ
ニ
ッ
ク
の
役
割
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
私
た
ち
の
課
題
は
、

地
域
精
神
医
療
の
充
実
を
め
ざ
し
て

制
度
・
支
援
者
の
質
を
高
め
、
量
を
増

や
す
こ
と
と
、「
自
立
と
は
ど
の
よ
う

な
状
態
に
な
る
こ
と
か
」「
個
人
は
ど

う
あ
る
べ
き
か
」
を
追
求
し
、
地
域

の
あ
り
方
を
考
え
て
い
く
こ
と
で
す
。

《
質
疑
応
答
で
の
岡
崎
氏
の
コ
メ
ン
ト
》

▽
財
政
面
で
訪
問
診
療
が
成
り
立
ち

に
く
い
の
は
、
診
療
報
酬
が
入
院
中

心
に
定
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

往
診
の
点
数
は
低
い
。

▽
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
財
政
的
に
成
り

立
っ
て
い
る
の
は
、
た
く
さ
ん
の
患

者
を
外
来
で
診
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

も
し
訪
問
診
療
に
外
来
よ
り
高
額
の

報
酬
を
付
け
れ
ば
、
患
者
が
家
に
閉

じ
こ
も
っ
て
く
れ
た
方
が
も
う
か
る

こ
と
に
な
り
、
患
者
の
回
復
を
妨
げ

る
こ
と
に
な
る
。

▽
リ
カ
バ
リ
ー
の
ゴ
ー
ル
は
、
人
に

よ
っ
て
違
う
。
そ
こ
に
向
か
う
過
程

が
大
切
で
あ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と

を
乗
り
越
え
て
生
活
を
続
け
て
い
く
。

《
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
紹
介
を
終
え
て
》

　

お
伝
え
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の
報
告
者

の
方
々
の
お
話
の
内
容
は
、
ど
れ
も

家
族
に
と
っ
て
一
日
も
早
く
、
日
本

全
国
に
普
及
し
て
ほ
し
い
も
の
ば
か

り
で
し
た
。

　

こ
う
し
て
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
毎
年
続

け
、
先
進
的
な
情
報
を
広
く
伝
え
る

こ
と
に
よ
り
、
病
院
中
心
の
精
神
医

療
が
地
域
精
神
医
療
に
で
き
る
限
り

早
く
切
り
替
わ
る
こ
と
を
心
か
ら
望

み
ま
す
し
、
必
ず
、
そ
う
な
る
と
信

じ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
実
践
は
、
個
人
的
な
限

り
あ
る
情
熱
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
私
財

に
支
え
ら
れ
て
実
現
し
ま
し
た
。
ま

だ
、
さ
さ
や
か
な
点
で
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
れ
か
ら
は
、
国
が
先
頭
に

立
っ
て
点
を
面
に
広
げ
て
ゆ
く
よ
う
、

家
族
会
の
運
動
を
全
国
で
進
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
要
約
・
編
集　

野
村
忠
良
）
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◆
相
談
内
容

　

あ
る
お
父
様
か
ら
、「
息
子
を
一

生
涯
、
精
神
科
病
院
に
閉
じ
込
め
て

お
き
た
い
」
と
悲
痛
な
お
声
で
電
話

が
あ
り
ま
し
た
。

　

お
子
様
が
、
人
に
危
害
を
加
え
そ

う
で
怖
く
て
仕
方
が
な
い
、
病
院
に

一
生
の
間
、
保
護
を
お
願
い
し
た
い

と
言
う
の
で
す
。

　

ま
だ
20
代
の
息
子
様
は
統
合
失
調

症
で
、
家
庭
内
暴
力
が
何
年
も
続

き
、
昨
日
、
何
回
目
か
の
医
療
保
護

入
院
（
強
制
入
院
の
一
つ
）
に
な
ら

れ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
と
き
に
、「
近

所
の
人
が
自
分
を
狙
っ
て
い
る
」
と

口
走
っ
て
い
た
と
の
こ
と
で
、
お
父

様
は
妄
想
に
よ
る
加
害
を
心
配
し
て

す
っ
か
り
怯
え
て
い
ま
す
。

　

精
神
科
病
院
に
患
者
さ
ん
を
亡
く

な
る
ま
で
預
け
て
お
け
た
時
代
は
過

ぎ
去
り
、
今
で
は
で
き
る
だ
け
入
院

さ
せ
ず
、
入
院
し
て
も
早
く
退
院
さ

せ
て
在
宅
で
医
療
サ
ー
ビ
ス
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
す
る
方
向
に
進
ん
で

い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
地
域
の
支
援
体
制
の

整
備
が
遅
れ
て
い
る
た
め
に
、
患
者

さ
ん
の
家
族
は
ご
本
人
の
保
護
・
扶

養
の
責
任
を
負
わ
さ
れ
、
ま
す
ま
す

負
担
が
重
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
、
ご
本
人
の
立
場
を
弁
護

し
て
お
き
た
い
の
で
す
が
、
精
神
障
害

に
伴
う
暴
力
は
、
個
人
的
な
道
徳
や
人

格
の
問
題
で
は
な
く
、
精
神
疾
患
の
困

難
さ
と
社
会
の
否
定
的
な
状
況
と
が

患
者
の
中
で
絡
み
合
っ
て
発
生
す
る

複
合
的
な
現
象
な
の
で
す
。
絶
望
的
な

混
乱
状
態
に
あ
り
、
自
己
制
御
が
不
能

と
な
っ
た
本
人
が
救
助
を
求
め
る
叫

び
な
の
で
す
。
家
族
は
そ
の
か
た
わ
ら

で
、
何
を
す
れ
ば
よ
い
の
か
対
処
法
も

分
か
ら
ず
、
本
人
を
守
り
な
が
ら
、
同

時
に
心
理
的
、
身
体
的
な
被
害
を
受
け

続
け
て
い
ま
す
。

みんなねっと
相談室から《第２回》

一生、入院させたい
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◆
相
談
員
の
対
応

　

相
談
員
は
、お
父
様
の
恐
怖
感
と
、

こ
の
現
実
か
ら
逃
れ
る
た
め
に
必
死

で
解
決
策
を
探
し
て
い
る
お
気
持
ち

と
を
受
け
止
め
て
、
一
緒
に
最
善
の

対
処
方
法
を
探
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
今
回
の
入
院
に
伴
う
退
院

の
と
き
に
は
、
ご
家
族
が
身
柄
を
引

き
取
る
こ
と
を
拒
否
す
る
こ
と
。
そ

の
理
由
は
、
お
母
様
が
長
年
の
家
庭

内
暴
力
に
よ
る
心
的
外
傷
後
ス
ト
レ

ス
症
候
群
で
治
療
を
受
け
て
い
る
こ

と
。
い
え
、
そ
れ
以
上
の
理
由
と
し

て
、
数
年
前
の
精
神
保
健
福
祉
法
の

改
正
に
よ
り
保
護
者
義
務
が
す
べ
て

撤
廃
さ
れ
、
家
族
が
退
院
後
の
引
き

取
り
を
強
要
さ
れ
る
法
的
根
拠
が
な

く
な
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

　

医
療
保
護
入
院
中
に
、
地
域
で
暮

ら
せ
る
よ
う
に
精
神
科
病
院
で
退
院

に
向
け
て
の
ケ
ア
を
す
る
こ
と
も
同

法
に
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
に

家
族
が
引
き
取
る
義
務
は
書
か
れ
て

い
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
病
院
か
ら
退
院
の
話
が

お
父
様
に
き
た
と
き
に
は
、
お
父
様

か
ら
「
病
院
側
が
ア
パ
ー
ト
な
り
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
り
を
探
し
て
入
居

さ
せ
る
よ
う
支
援
し
て
ほ
し
い
」
と

病
院
に
伝
え
、
引
き
取
り
は
拒
否
す

る
よ
う
提
案
し
ま
し
た
。
病
院
は
無

責
任
に
放
り
出
し
た
り
は
し
な
い
こ

と
も
伝
え
ま
し
た
。

　

家
族
以
外
の
人
に
危
害
を
加
え
る

こ
と
は
ご
く
稀
な
こ
と
な
の
で
、
事

故
が
起
き
た
ら
そ
の
と
き
に
改
め
て

対
応
を
考
え
れ
ば
良
い
の
で
は
な
い

か
、
家
族
は
予
防
で
き
な
い
し
、
責

任
も
負
え
な
い
か
ら
…
と
も
伝
え
て

み
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
何
カ
月
か
が
経
っ
て
、

ま
た
お
父
様
か
ら
相
談
電
話
が
あ
り

ま
し
た
。
前
よ
り
落
ち
着
か
れ
た
声

で
、
ま
だ
入
院
中
だ
が
、
引
き
取
ら

な
く
て
よ
い
方
向
で
進
み
つ
つ
あ
る
、

感
謝
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

◆
感
想

　

こ
の
よ
う
な
相
談
は
実
に
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
問
題
は
家
族
が
当
事

者
と
同
居
す
る
例
が
多
く
、
家
族
を

通
し
て
現
れ
る
社
会
の
偏
見
、
無
理

解
に
当
事
者
が
傷
つ
き
、
暴
力
が
起

き
る
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
暴
力
が
起
き
る
前
の
不
安

定
状
態
の
と
き
に
、
地
域
の
医
療
機

関
等
か
ら
の
訪
問
支
援
が
な
い
こ
と

と
、
暴
力
が
起
き
た
と
き
に
も
、
家

族
か
警
察
が
本
人
を
病
院
ま
で
連
れ

て
い
く
し
か
他
に
方
法
が
な
い
こ
と

は
大
き
な
社
会
問
題
で
す
。

　

入
院
し
て
も
、
十
分
に
治
ら
ず
に

退
院
す
る
例
が
多
い
こ
と
も
悲
し
く

思
え
る
現
実
で
す
。

　

問
題
山
積
の
地
域
精
神
科
医
療
に

関
す
る
相
談
が
、
毎
回
、
た
く
さ
ん

押
し
寄
せ
て
い
ま
す
。（
野
村
忠
良
）
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日
本
で
初
め
て
〝
家
族
に
よ
る
家

族
学
習
会
〟
の
検
討
が
始
ま
っ
た
の

は
、
今
か
ら
12
年
前
の
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

ま
ず
は
先
行
し
て
実
施
さ
れ
て
い

る
ア
メ
リ
カ
や
香
港
の
実
際
を
学
ぶ

事
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
が
、
か
な
り

の
長
期
間
を
か
け
た
学
習
会
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

後
に
、
ア
メ
リ
カ
な
ど
で
は
十
分

な
情
報
を
家
族
に
与
え
て
、
そ
れ
を

活
用
す
る
の
は
家
族
自
身
で
あ
り
、

自
己
責
任
に
委
ね
ら
れ
る
と
い
う
こ

と
を
学
び
ま
し
た
。

　

ご
存
知
の
と
お
り
日
本
で
は
、
他

の
国
と
比
較
し
て
多
く
の
精
神
障
害

者
が
家
族
と
過
ご
し
て
い
る
、
家
族

が
抱
え
込
ん
で
い
る
現
実
が
あ
り
、

家
族
は
な
か
な
か
家
を
空
け
ら
れ
な

い
と
考
え
ま
し
た
。　

　

そ
こ
で
12
回
シ
リ
ー
ズ
な
ど
と
い

う
長
期
間
で
実
施
す
る
の
で
は
な

く
、
欠
か
せ
な
い
知
識
や
情
報
が
５

回
で
分
か
る
抵
抗
感
の
少
な
い
テ
キ

ス
ト
を
使
う
こ
と
、
多
く
て
も
10
名

の
参
加
者
を
迎
え
て
、
十
分
に
本
音

で
語
り
合
え
る
時
間
を
確
保
す
る
こ

と
、
と
い
う
形
が
で
き
上
が
り
ま
し

た
。

　

担
当
者
は
３
～
５
名
で
実
施
し

て
、
万
が
一
不
測
の
事
態
が
起
き
て

出
か
け
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
た
場

合
に
も
、
対
応
が
可
能
で
あ
る
体
制

も
整
え
ま
し
た
。

②
日
本
の
家
族
に
適
応
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

家
族
学
習
会
の
ス
ス
メ

家
族
が
家
族
に
伝
え
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

日本の家族に適応したプログラムに（図１）



21 　家族が家族に伝える教育プログラム「家族学習会のススメ」

　

こ
れ
ま
で
に
各
地
の
家
族
会
で
さ

ま
ざ
ま
な
実
践
を
積
み
上
げ
て
き

た
、
家
族
な
ら
で
は
の
体
験
が
生
か

さ
れ
反
映
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

初
め
て
我
が
家
族
会
で
実
施
し
た

時
に
、
５
名
の
担
当
者
は
一
生
懸
命

に
取
り
組
ん
だ
も
の
で
す
が
、
そ
の

結
果
か
な
り
の
疲
労
感
が
残
り
ま
し

た
。

　

ま
わ
り
で
様
子
を
観
察
し
、
記
録

し
、
そ
の
効
果
評
価
に
取
り
組
ま
れ

た
専
門
家
か
ら
は
多
大
な
評
価
が
得

ら
れ
ま
し
た
が
、
私
た
ち
は
次
年
度

に
と
て
も
実
施
で
き
な
い
と
話
し

合
っ
た
も
の
で
し
た
。

　

し
か
し
３
か
月
が
過
ぎ
た
頃
に

は
、
そ
の
時
の
充
実
感
が
よ
み
が

え
っ
て
、
来
年
も
取
り
組
み
た
い
と

い
う
思
い
が
湧
い
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
に
全
国
の
県
連
な
ど
で

セ
ミ
ナ
ー
や
担
当
者
研
修
会
を
開
催

し
て
き
ま
し
た
。
当
初
は
と
て
も
５

回
は
開
催
で
き
そ
う
も
な
い
、
回
数

が
多
い
と
い
う
声
を
よ
く
聴
き
ま
し

た
。

　

し
か
し
実
際
に
開
催
し
て
み
る

と
、
５
回
と
い
う
十
分
な
時
間
を
か

け
て
の
話
し
合
い
は
と
て
も
充
実
し

て
い
た
よ
う
で
、
４
回
目
の
頃
か
ら

す
で
に
、
も
う
す
ぐ
終
わ
る
の
は
寂

し
い
、
会
え
な
く
な
る
の
が
名
残
惜

し
い
と
い
う
声
を
た
び
た
び
耳
に
し

ま
し
た
。

　

た
だ
単
に
テ
キ
ス
ト
を
学
ぶ
の
で

は
な
く
、
テ
キ
ス
ト
に
触
発
さ
れ
、

こ
れ
ま
で
の
辛
い
悲
し
い
体
験
を
思

い
出
し
て
は
語
り
合
う
こ
と
は
、
家

族
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
大
事
な
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

隠
し
て
お
き
た
い
負
の
体
験
を
皆

の
前
に
一
度
さ
ら
け
出
す
こ
と
か

ら
、
回
復
へ
の
力
強
い
歩
み
が
踏
み

出
せ
る
の
だ
と
、確
信
し
て
い
ま
す
。

日本の家族に適応したプログラムに（図２）
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る
資
料
は
な
い
よ
う
で
、
簡
単
で
は

な
い
状
況
で
す
。

〈
発
病
〉

　

ど
う
し
て
他
の
医
者
の
意
見
を
聞

き
た
い
の
で
す
か
？　

今
の
お
医
者

さ
ん
は
、
あ
な
た
が
ど
ん
な
病
気
で
、

ど
ん
な
風
に
治
療
し
よ
う
、
と
言
わ

れ
て
い
る
の
で
す
か
？

　
「
先
生
は
、
僕
が
統
合
失
調
症
だ
か

ら
薬
を
飲
め
、
と
言
わ
れ
ま
す
」

　

統
合
失
調
症
と
言
わ
れ
た
の
は
い

た
。

　

一
人
暮
ら
し
で
す
か
？　

と
聞
き

ま
す
と
、
隣
の
女
性
は
名
刺
を
出
さ

れ
、
こ
の
方
は
○
○
生
活
支
援
セ
ン

タ
ー
の
相
談
員
と
分
か
り
ま
し
た
。

Ｖ
さ
ん
は
こ
の
セ
ン
タ
ー
に
登
録
し

て
お
ら
れ
、
交
通
の
つ
な
が
り
の
良

く
な
い
、
う
ち
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
、

今
日
は
相
談
員
の
車
に
乗
っ
て
来
ら

れ
た
の
で
し
た
。
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ

オ
ン
を
望
ん
で
、
う
ち
に
来
ら
れ
る

方
は
珍
し
い
。
そ
れ
に
、
参
考
に
な

街の
診療所から
のお便り

増
ましもと

本　茂
し げ き

樹

連
載
144
回

〈
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
〉

　

そ
の
日
の
午
後
は
患
者
さ
ん
の
来

訪
が
少
な
く
、
の
ん
び
り
し
て
お
り

ま
し
た
。
４
時
ご
ろ
に
な
っ
て
、
Ｖ

さ
ん
と
い
う
42
歳
の
男
性
が
、
女
性

に
付
き
添
わ
れ
て
初
診
を
さ
れ
ま
し

た
。
問
診
票
に
は
受
診
理
由
と
し
て

〝
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
〟
と
書
い

て
あ
り
ま
し
た
。
仕
事
は
ア
ル
バ
イ

ト
と
書
い
て
あ
り
、
二
つ
隣
の
市
の

住
人
で
、
一
人
暮
ら
し
の
よ
う
で
し

増本クリニック院長

・・・
精
神
病
か
ど
う
か
で
悩
む
よ
り

安
心
で
き
る
や
り
方
を
考
え
よ
う
・・・
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父
は
病
院
に
行
く
よ
う
に
言
っ
て
い

ま
し
た
が
、
今
は
認
知
症
で
入
院
し

て
い
ま
す
」

〈
病
気
？
　
病
気
で
な
い
？
〉

　

精
神
科
医
は
ち
ょ
っ
と
困
っ
て
い

ま
す
。
今
、
こ
の
診
察
室
の
中
で
、

彼
に
は
精
神
病
が
あ
る
と
示
す
は
っ

き
り
と
し
た
印
は
あ
り
ま
せ
ん
。
重

症
の
統
合
失
調
症
の
人
で
は
、
聞
き

耳
を
立
て
て
何
か
を
聞
い
て
い
る
様

子
が
あ
っ
た
り
、
部
屋
の
窓
を
気
に

し
た
り
し
て
、
幻
聴
や
妄
想
が
分
か

る
こ
と
が
あ
る
の
で
す
。
Ｖ
さ
ん
に

は
そ
ん
な
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
せ
ん
。

で
も
、
今
、
薬
を
止
め
て
良
い
、
と

言
う
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。

　

入
院
し
た
時
の
先
生
は
、
あ
な
た

の
ど
ん
な
弱
点
を
治
療
し
よ
う
と
さ

つ
の
こ
と
で
し
ょ
う
？　

な
ど
と
聞

い
て
行
き
ま
す
と
、
Ｖ
さ
ん
は
こ
の

地
方
の
高
等
専
門
学
校
を
卒
業
し
て
、

関
東
の
大
企
業
に
就
職
さ
れ
た
の
で

す
が
、
３
か
月
で
退
職
さ
れ
た
。
そ

の
後
は
、
ア
ル
バ
イ
ト
や
パ
ー
ト
の

職
員
と
し
て
働
い
て
お
ら
れ
た
。
そ

し
て
、
30
歳
の
頃
親
元
へ
帰
ら
れ
た

ら
し
い
。

　

最
初
に
病
院
に
行
か
れ
た
の
は
ど

ん
な
こ
と
で
す
か
？

　
「
家
の
前
で
ぼ
ん
や
り
し
て
い
た

ら
、
近
く
の
住
人
が
救
急
車
を
呼
ん

だ
の
で
す
。
一
晩
総
合
病
院
に
入
院

し
た
後
、
な
ん
の
理
由
も
言
わ
れ
ず

に
精
神
科
病
院
に
転
院
さ
せ
ら
れ
て
、

３
か
月
入
院
さ
せ
ら
れ
た
。
今
は
、

家
の
近
く
の
今
の
病
院
を
紹
介
さ
れ

て
通
っ
て
い
ま
す
」

〈
通
院
の
指
示
は
？
〉

　

10
年
以
上
通
院
し
て
お
ら
れ
、
薬

は
減
っ
て
い
ま
す
。
お
薬
手
帳
を
見

る
と
、
イ
ン
ヴ
ェ
ガ
（
３
㎎
）
を
寝

る
前
に
１
錠
だ
け
で
す
。

　

安
定
剤
の
量
は
多
い
方
で
は
あ
り

ま
せ
ん
ね
。
何
の
た
め
に
飲
ん
で
い

る
か
聞
い
て
い
ま
す
か
？

　
「
病
名
は
紹
介
状
に
統
合
失
調
症

と
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。
僕
は
自
分

が
統
合
失
調
症
と
は
思
い
ま
せ
ん
。

幻
聴
は
あ
り
ま
せ
ん
。
妄
想
も
な
い

で
す
。
で
も
、
先
生
は
薬
を
飲
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
言
い
ま
す
」

　

そ
こ
が
不
満
な
の
で
す
ね
。
お
父

さ
ん
お
母
さ
ん
は
ど
う
言
わ
れ
ま
す

か
？　

　
「
母
は
早
く
に
亡
く
な
り
ま
し
た
。
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れ
た
の
で
す
か
？

　
「
た
だ
、
病
気
だ
か
ら
薬
を
飲
め

と
言
わ
れ
、
３
か
月
た
っ
て
退
院
し

ま
し
た
」

〈
人
は
病
気
だ
と
思
っ
た
〉

　

先
生
か
ら
も
お
父
さ
ん
か
ら
も
、

病
気
に
つ
い
て
聞
い
て
な
く
て
、
あ

な
た
は
自
分
が
病
気
な
の
か
病
気
で

な
い
の
か
分
か
ら
な
い
ま
ま
通
院
し

て
お
ら
れ
る
の
ね
。

　

で
も
、
救
急
車
を
呼
ん
だ
近
所
の

人
は
、
あ
な
た
が
重
病
だ
、
と
考
え

ら
れ
た
。
そ
う
で
は
な
く
あ
な
た
が

怖
か
っ
た
の
な
ら
、
パ
ト
カ
ー
を
呼

ん
だ
で
し
ょ
う
。
救
急
隊
員
も
、
あ

な
た
が
何
か
身
体
の
病
気
だ
と
考
え

て
総
合
病
院
に
運
ん
で
い
ま
す
。
そ

の
時
の
こ
と
を
、
あ
な
た
は
よ
く
分

か
ら
な
い
、
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
そ

れ
は
そ
の
近
所
の
人
や
救
急
隊
員
に

聞
い
て
み
た
方
が
良
く
分
か
る
ん
じ

ゃ
な
い
で
す
か
？　

と
言
い
ま
す

と
、
Ｖ
さ
ん
は
、
と
て
も
意
外
な
こ

と
を
聞
い
た
、
そ
ん
な
こ
と
も
で
き

た
の
か
、
と
い
う
よ
う
な
表
情
を
さ

れ
ま
し
た
。

〈
未
分
化
な
感
情
と
思
考
〉

　

そ
こ
で
、私
は
説
明
し
て
い
ま
す
。

Ｖ
さ
ん
に
は
、
簡
単
に
思
い
付
い
て

も
良
い
よ
う
な
考
え
が
頭
に
浮
か
ば

な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
よ
う
で
す
ね
。

頭
の
中
に
感
情
と
思
考
が
ワ
ッ
と
塊

り
で
現
れ
、
怒
っ
て
い
る
の
か
悲
し

い
の
か
、
自
分
で
何
を
考
え
て
い
る

の
か
分
か
ら
な
い
よ
う
な
感
じ
。
そ

れ
で
、
近
所
の
人
や
救
急
隊
員
に〝
自

分
が
大
丈
夫
だ
〟
と
伝
え
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
。
き
っ
と
、
大
丈
夫

で
は
な
か
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

気
持
ち
と
考
え
が
ワ
ッ
と
出
て
き

て
し
ま
い
、
具
体
的
に
言
え
な
い
ま

ま
に
立
ち
往
生
し
て
し
ま
う
、
と
い

う
の
も
統
合
失
調
症
の
人
に
良
く
あ

る
こ
と
で
す
。
い
ま
、
Ｖ
さ
ん
は
私

に
そ
の
こ
と
を
言
わ
れ
て
、〝
自
分

は
病
気
か
も
知
れ
な
い
〟
と
思
い
付

き
、
慌
て
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
見
え

ま
す
。
で
も
、
そ
う
思
う
の
な
ら
、

思
考
が
ま
と
ま
っ
て
き
て
い
る
。
病

状
が
軽
く
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
今

の
薬
は
役
に
立
っ
て
い
る
。

〈
病
気
が
良
く
な
る
の
は
〉

　

自
分
に
は
、
頭
が
ボ
ヤ
っ
と
し
て

い
る
と
か
、
忙
し
く
回
転
し
て
は
い
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す
か
ら
、〝
考
え
続
け
な
い
方
が
良

い
よ
〟
と
言
う
薬
は
役
に
立
ち
ま

す
。
イ
ン
ヴ
ェ
ガ
３
㎎
は
そ
う
い
う

薬
で
、
量
は
少
な
い
方
で
す
。
と
伝

え
ま
す
が
、
Ｖ
さ
ん
は
、
も
う
今
日

は
こ
れ
で
帰
ろ
う
と
い
う
雰
囲
気
で

す
。

　

ポ
イ
ン
ト
は
『
自
分
に
大
切
な
の

は
何
か
』
と
い
う
こ
と
で
す
。
あ
な

た
が
本
当
に
し
た
い
こ
と
は
何
で
し

ょ
う
？　

今
日
は
良
い
日
だ
っ
た
、

と
思
う
日
が
重
な
れ
ば
自
分
に
自
信

が
持
て
ま
す
し
、
こ
だ
わ
っ
た
考
え

を
考
え
続
け
る
こ
と
も
少
な
く
な
り

ま
す
。
そ
う
す
る
と
薬
の
減
量
も
あ

る
で
し
ょ
う
。

〈
よ
く
来
た
ね
〉

　

今
日
、
Ｖ
さ
ん
は
セ
カ
ン
ド
オ
ピ

る
け
れ
ど
何
を
思
っ
て
い
る
か
分
か

ら
な
い
、
と
い
う
状
態
が
あ
る
、
と

分
か
る
こ
と
は
必
要
で
す
。
分
か
ら

な
い
ま
ま
に
、
迷
っ
た
考
え
を
続
け

て
い
る
と
、
次
に
は
妄
想
に
な
っ
た

り
、
そ
れ
が
聞
こ
え
て
来
た
り
し
ま

ニ
オ
ン
と
し
て
、
病
気
で
は
な
い
、

と
言
っ
て
ほ
し
か
っ
た
の
で
し
ょ
う

が
、
今
日
の
Ｖ
さ
ん
の
様
子
だ
け
で

は
、
精
神
病
で
あ
る
と
も
な
い
と
も

言
え
な
い
で
す
。
も
と
も
と
、
統
合

失
調
症
と
い
う
病
気
は
何
が
原
因
で

起
き
る
か
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
か

ら
、
薬
を
飲
め
ば
治
る
、
と
言
う
わ

け
に
も
行
か
な
い
の
で
す
。
た
だ
、

患
者
さ
ん
が
困
っ
て
い
る
こ
と
に
つ

い
て
は
、
い
く
ら
か
改
善
す
る
方
法

を
精
神
科
医
は
知
っ
て
い
ま
す
。
困

っ
た
こ
と
を
相
談
し
よ
う
、
と
い
う

こ
と
で
精
神
科
に
来
て
く
れ
る
と
、

精
神
科
ス
タ
ッ
フ
も
フ
ァ
イ
ト
が
出

る
、
と
い
う
も
の
で
す
。

ポ
イ
ン
ト
は
、

自
分
に
大
切
な

の
は
何
か
？
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Ｏ
Ｄ（
オ
ー
プ
ン
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
）

を
紹
介
し
て
い
く
シ
リ
ー
ズ
連
載
。

今
回
担
当
し
ま
す
森
川
は
、
現
在
、

Ｏ
Ｄ
の
セ
ラ
ピ
ス
ト
を
養
成
す
る
こ

と
が
で
き
る
ト
レ
ー
ナ
ー
に
な
る
た

め
に
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
を
往
復
（
全
８

回
で
４
回
目
が
終
わ
っ
た
と
こ
ろ
で

す
）
し
て
い
ま
す
。
各
国
か
ら
18
人

の
セ
ラ
ピ
ス
ト
が
ト
レ
ー
ナ
ー
に
な

る
た
め
に
や
っ
て
き
て
対
話
の
ト

オ
ー
プ
ン
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
（O

pen dialogue ;O
D

）

話
を
聴
い
て
も
ら
え
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
る

精
神
科
医
　
森
川
す
い
め
い

《
第
２
回
》

ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
で
つ
な
が
ろ
う

　
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
に
つ
な
が
ろ
う

　
　
～
日
本
各
地
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
て
い
く
わ
け
な
の

で
す
が
、
行
っ
て
み
て
ま
す
ま
す

は
っ
き
り
と
思
う
の
は
、
Ｏ
Ｄ
と
い

う
も
の
は
何
か
特
別
な
魔
法
の
よ
う

な
も
の
で
は
な
く
て
、
た
だ
た
だ
一

人
一
人
を
大
切
に
す
る
こ
と
、
そ
の

積
み
重
ね
で
し
か
な
い
の
だ
と
い
う

こ
と
で
し
た
。
た
だ
、
そ
の
大
切
に

す
る
形
と
い
う
の
は
、
私
た
ち
現
代

人
は
ど
う
も
忘
れ
て
し
ま
っ
て
い
る

の
か
も
し
れ
な
い
。＊

　

Ｏ
Ｄ
に
触
れ
て
い
く
と
、
あ
ま
り

に
も
普
通
す
ぎ
て
「
そ
の
よ
う
な
こ

と
な
ら
や
っ
て
い
る
」
と
思
う
こ
と

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
の
一
方

で
、
そ
の
逆
、
つ
ま
り
は
対
話
を
邪

魔
す
る
も
の
や
、
そ
の
人
を
大
切
に

し
て
い
な
い
こ
と
も
同
時
に
行
っ
て

し
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
は
な
か
な
か

気
づ
き
に
く
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

で
は
、
本
当
の
意
味
の
対
話
に
な
る

こ
と
、
た
だ
た
だ
人
を
大
切
に
で
き

る
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
必

要
に
な
っ
て
く
る
の
で
し
ょ
う
か
。

話
を
聴
く
こ
と
が
で
き
る
人
に
な
る
た

め
に
は
聴
い
て
も
ら
う
体
験
を
す
る

　

対
話
の
場
で
は
輪
に
な
っ
て
、
本
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人
も
、
ご
家
族
も
、
そ
の
場
に
い
る

参
加
者
全
員
、
そ
し
て
セ
ラ
ピ
ス
ト

た
ち
も
水
平
の
関
係
性
の
中
で
対
話

を
行
い
ま
す
。
と
は
い
え
セ
ラ
ピ
ス

ト
に
と
っ
て
も
、
困
難
に
直
面
す
る

本
人
と
本
人
を
と
り
ま
く
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
混
乱
の
渦
中
に
入
っ
て

い
っ
て
対
話
を
し
て
い
く
の
は
簡
単

な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ど
う
し
た
ら
話
を
聴
か
れ
た
と

思
っ
て
も
ら
え
る
の
か
、
話
し
た
い

こ
と
を
話
せ
た
と
思
っ
て
も
ら
え
る

こ
と
に
な
る
の
か
、
話
す
こ
と
の
支

援
に
な
る
の
か
な
ど
、
困
難
な
状
況

の
中
で
対
話
を
促
す
の
は
と
て
も
難

し
い
こ
と
で
す
。

　

そ
こ
で
、
セ
ラ
ピ
ス
ト
た
ち
は
話

を
ち
ゃ
ん
と
聴
け
る
よ
う
に
な
る
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
う
の
で
す
が
、
そ

　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
、
ほ
と
ん
ど
が

対
話
ス
タ
イ
ル
で
行
わ
れ
ま
す
。
対

話
の
場
に
お
け
る
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の

位
置
に
い
る
の
が
自
分
自
身
。
１
回

１
２
０
分
く
ら
い
、
じ
っ
く
り
と
時

間
を
か
け
て
自
分
の
話
を
し
、
そ
の

時
間
の
中
で
セ
ラ
ピ
ス
ト
た
ち
か
ら

応
答
を
も
ら
い
ま
す
。
そ
れ
は
ま
る

で
自
分
自
身
が
Ｏ
Ｄ
の
ト
リ
ー
ト
メ

ン
ト
を
受
け
て
い
る
の
と
同
じ
。
そ

れ
を
何
度
も
何
度
も
。

　

私
自
身
に
と
っ
て
は
自
分
自
身
で

心
の
奥
底
に
し
ま
い
込
ん
で
い
た
幼

少
期
の
つ
ら
い
出
来
事
が
表
に
出
て

き
た
体
験
に
な
り
ま
し
た
。
話
す
こ
と

は
と
て
も
つ
ら
い
こ
と
で
し
た
が
、
そ

の
気
持
ち
は
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
の
中

で
癒
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。
こ
こ
ろ
が

癒
さ
れ
て
い
く
中
で
、現
在
自
分
が
困

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
は
最
低
３
年
必

要
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
話

が
聴
け
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
。

＊

　

そ
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け
に
、

私
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
向
か
っ
た
わ

け
で
す
。

　

そ
し
て
今
思
う
の
は
…
…
。

　
「
わ
ざ
わ
ざ
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
行

か
な
く
て
も
よ
か
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い

か
」と
い
う
こ
と
で
し
た
。
同
時
に
、

「
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
行
か
な
け
れ
ば
、

こ
の
こ
と
に
出
会
え
な
か
っ
た
」
と

い
う
思
い
も
存
在
し
て
い
ま
す
。

　

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
何
し
に
行
っ
た

の
か
と
振
り
返
っ
て
み
れ
ば
、「
話
を

ち
ゃ
ん
と
聴
い
て
も
ら
い
に
行
っ
た
」

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
わ
ざ
わ
ざ

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
ま
で
行
っ
た
理
由
。
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難
に
思
っ
て
い
た
り
自
分
が
い
つ
も

同
じ
失
敗
を
し
て
苦
し
く
な
っ
た
り

他
者
を
傷
つ
け
て
し
ま
っ
た
り
し
て

い
る
理
由
が
そ
れ
と
関
係
し
て
い
て

腑
に
落
ち
た
り
も
し
ま
し
た
。

　

私
の
場
合
は
、
そ
の
幼
少
期
の
つ

ら
い
体
験
に
つ
い
て
、
自
分
自
身
を

許
せ
て
い
な
か
っ
た
の
だ
と
気
づ
い

た
こ
と
が
大
き
な
こ
と
で
し
た
。
つ

ら
か
っ
た
体
験
を
恥
ず
か
し
い
と

思
っ
て
い
た
り
自
分
自
身
を
責
め
た

り
し
て
い
て
、
そ
れ
を
こ
こ
ろ
の
奥

底
に
し
ま
っ
て
い
た
か
ら
、
い
ざ
と

い
う
と
き
に
そ
の
こ
と
が
表
に
出
て

き
て
し
ま
っ
て
、
ま
る
で
自
分
を

責
め
る
よ
う
に
他
者
を
傷
つ
け
て
し

ま
っ
て
い
た
り
大
切
な
場
面
で
逃
げ

て
し
ま
っ
て
い
た
り
と
い
う
こ
と
が

無
意
識
に
出
て
い
た
。
私
が
ち
ゃ
ん

と
人
の
話
を
聴
け
な
く
な
る
時
の
理

由
へ
の
気
づ
き
で
し
た
。

　

私
は
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
を
受
け
な

が
ら
、
自
分
自
身
を
許
し
て
あ
げ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
な
、
子
ど
も

の
こ
ろ
の
そ
の
こ
と
は
自
分
自
身
で

選
べ
た
こ
と
で
は
な
く
て
し
か
た
が

な
か
っ
た
、
そ
れ
し
か
選
択
が
で
き

な
か
っ
た
の
だ
と
思
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
私
は
私
を
許
す
。

　

そ
れ
以
来
、
私
の
こ
こ
ろ
は
穏
や

か
に
な
っ
て
い
て
、
そ
し
た
ら
自
分

の
診
察
室
や
訪
問
診
療
の
中
で
行
っ

て
い
る
対
話
の
場
の
質
が
格
段
と
上

が
っ
た
こ
と
に
も
気
づ
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
ま
で
は
、
ど
こ
か
専
門
家
と

し
て
、
家
の
中
で
対
話
が
起
こ
る
手

助
け
を
し
て
い
る
と
い
う
感
覚
だ
っ

た
の
で
す
が
（
も
ち
ろ
ん
そ
れ
で
十

分
な
時
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
）、

今
は
、一
緒
に
対
話
の
中
に
在
っ
て
、

そ
こ
に
い
る
人
た
ち
の
人
生
の
中
に

自
分
も
い
る
と
感
じ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
て
、
そ
れ
ゆ
え
に
私
が
話
す
言

葉
は
、
ど
こ
か
遠
く
の
専
門
家
の
声

で
は
な
く
て
、
そ
の
人
た
ち
の
傍
に

い
る
と
い
う
言
葉
に
変
わ
っ
た
よ
う

に
感
じ
て
い
ま
す
。＊

　

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
わ
ざ
わ
ざ
行
っ

て
気
づ
い
た
こ
と
と
い
う
の
は
、
話

を
聴
い
て
も
ら
う
体
験
が
大
切
だ
と

い
う
こ
と
で
し
た
。
そ
し
て
こ
の
こ

と
は
誰
に
と
っ
て
も
き
っ
と
大
切
な

こ
と
で
す
。

新
た
な
活
動

　

そ
う
い
う
わ
け
で
豊
島
・
練
馬
・
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板
橋
・
中
野
区
で
活
動
し
て
い
る
仲

間
の
セ
ラ
ピ
ス
ト
た
ち
と
２
０
１
９

年
３
月
10
日
に
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
私

が
体
験
し
て
い
る
「
対
話
ス
タ
イ
ル

で
話
を
聴
い
て
も
ら
え
る
こ
と
」
を

１
日
か
け
て
行
い
ま
し
た
。
参
加
し

た
仲
間
た
ち
か
ら
は
様
々
な
気
づ
き

を
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ケ
ロ
プ
ダ
ス
病
院
は
、
こ
ん
な
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
て
い
る
セ
ラ
ピ
ス

ト
た
ち
が
80
名
以
上
も
い
る
わ
け

で
、
そ
り
ゃ
あ
す
ば
ら
し
い
対
話
の

場
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
起
こ
る
よ
な

と
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
は
特
別
な
も
の
で
は
な

く
て
、
た
だ
た
だ
話
を
聴
い
て
も
ら

え
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
で
い

い
し
、
そ
こ
か
ら
が
始
ま
り
だ
と
感

じ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
地
域
で
、
精
神
面
の
困

難
に
直
面
し
た
人
た
ち
と
一
緒
に
対

話
が
で
き
る
人
た
ち
が
た
く
さ
ん
増

え
た
な
ら
ば
、
そ
れ
だ
け
で
地
域
世

界
が
変
わ
り
そ
う
な
気
が
し
て
い
ま

す
。
ま
だ
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
で

す
が
、
き
っ
と
こ
の
こ
と
が
日
本
中

に
広
が
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ

ん
。

　

そ
し
て
、
現
在
つ
ら

い
思
い
を
な
さ
っ
て
い

る
人
た
ち
も
、
自
分
自

身
の
つ
ら
い
気
持
ち
を

ち
ゃ
ん
と
聴
い
て
も
ら

え
て
癒
さ
れ
て
い
く
こ

と
に
つ
な
が
っ
て
ほ
し

い
と
心
か
ら
願
っ
て
い

ま
す
。
そ
う
い
う
場
が

た
く
さ
ん
で
き
る
た
め

の
活
動
を
、
こ
れ
か
ら

も
続
け
た
い
と
思
い
ま

す
。

（
も
り
か
わ　

す
い
め
い
）

『一緒に輪になって踊ろう』
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今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
、
橘
た
ち
ば
な

晴は
る

樹き

さ
ん
（
仮
名
、
70
歳
代
、
男
性
）
で

す
。
橘
さ
ん
に
は
９
年
前
に
、
家
族

会
の
研
修
会
で
出
会
い
ま
し
た
。
現

在
、
都
道
府
県
連
の
家
族
会
の
会
長

を
し
て
い
る
橘
さ
ん
は
、
信
念
が
あ

り
、
話
も
理
路
整
然
と
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
多
く
の
人
か
ら
信
頼
を
得

て
い
ま
す
。

　

私
は
、
そ
の
よ
う
な
橘
さ
ん
の
こ

知
る
こ
と
は
生
き
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
人
々
が
安
全
に
、安
心
し
て
、豊
か
に
生
き
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
め
に
、自
分
が
で
き
る
こ
と
を
追
求

（
自
ら
の
人
生
の
主
人
公
と
し
て
の
家
族
の
暮
ら
し
特
集
⑳
）

連
載
41
回

日
本
福
祉
大
学

み
ん
な
ね
っ
と
理
事

青
木
聖
久

れ
ま
で
の
歴
史
を
知
り
た
い
と
思
い
、

依
頼
を
し
た
と
こ
ろ
、
快
諾
し
て
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

大
学
で
は
制せ

い
ぎ
ょ御
工
学
を
専
攻

　

橘
さ
ん
は
、
７
人
き
ょ
う
だ
い
の

真
ん
中
の
４
番
目
の
次
男
と
し
て
生

ま
れ
ま
し
た
。
小
学
生
の
頃
、
橘
さ
ん

は
野
口
英
世
の
伝
記
を
読
み
、
医
師
と

し
て
人
の
役
に
立
ち
た
い
、
と
思
っ
て

い
た
そ
う
で
す
。
そ
れ
は
、
家
が
貧
し

か
っ
た
こ
と
も
少
な
か
ら
ず
影
響
し

て
い
た
、
と
言
い
ま
す
。
と
は
い
え
、

今
か
ら
約
60
年
前
の
大
学
進
学
率
は

約
１
割
。
そ
れ
で
も
、
両
親
が
子
ど
も

へ
学
問
を
つ
け
る
こ
と
の
意
義
を
認

め
て
い
た
こ
と
か
ら
、
橘
さ
ん
の
大
学

進
学
が
叶
っ
た
の
で
す
。

　

橘
さ
ん
は
最
終
的
に
、
医
学
部
で

は
な
く
、
工
学
部
で
制
御
工
学
を
専

攻
し
ま
し
た
。
ち
な
み
に
制
御
工
学

と
は
、
各
種
機
器
、
設
備
に
対
し
て
、

自
動
制
御
の
適
用
を
目
的
と
し
た
、

電
機
や
機
械
等
の
動
作
の
解か

い
せ
き析
や
構

成
を
研
究
す
る
工
学
分
野
、
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
橘
さ
ん
曰
く
、「
わ
か
り

や
す
く
言
え
ば
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
工

学
」。
難
し
い
。
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列
車
運
行
会
社
に
技
術
職
と
し
て
就
職

　

一
方
で
、
大
学
の
近
く
に
は
病
院

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
病
院
に
は
、

後
に
橘
さ
ん
の
妻
と
な
る
佳か

代よ

さ
ん

（
仮
名
）
が
看
護
師
と
し
て
勤
め
て
い

た
の
で
す
。
橘
さ
ん
は
、
親
し
く
し

て
い
た
大
学
の
先
輩
を
介
し
て
、
大

学
４
年
生
の
時
に
、
佳
代
さ
ん
と
知

り
合
い
、
交
際
を
始
め
ま
し
た
。

　

他
方
、
今
か
ら
半
世
紀
以
上
前
の

当
時
、
女
性
が
働
く
社
会
シ
ス
テ
ム

は
整
っ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
こ
と
か

ら
、
佳
代
さ
ん
た
ち
は
、
保
育
所
づ

く
り
や
待
遇
改
善
等
に
取
り
組
ん
で

い
ま
し
た
。

　

橘
さ
ん
は
、
こ
れ
ら
の
様
々
な
社

会
状
況
に
関
心
を
持
ち
な
が
ら
、
大

学
を
卒
業
す
る
と
、
列
車
運
行
会
社

に
技
術
職
と
し
て
就
職
す
る
こ
と
に

し
た
の
で
す
。

安
全
を
追
求
す
る
た
め
に

　

列
車
運
行
会
社
で
は
、
当
初
の
２

年
半
は
、
列
車
の
運
転
手
。
そ
の
後
、

管
理
局
へ
行
き
、
事
故
対
応
や
、
臨

時
列
車
の
運
行
の
指
示
を
し
た
り
し

て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
企
画
部
門

へ
行
く
こ
と
に
。
そ
こ
で
は
、
多
く

の
国
民
の
期
待
を
背
負
っ
た
、
関
西

と
中
国
地
方
を
結
ぶ
高
速
鉄
道
、
さ

ら
に
は
、
関
東
と
上
越
地
方
を
結
ぶ

高
速
鉄
道
の
開
業
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
入
っ
た
の
で
す
。乗
客
が
待
つ
ホ
ー

ム
は
い
か
に
。
た
く
さ
ん
の
人
の
命

を
握
る
運
転
室
の
設
備
を
ど
の
よ
う

に
す
る
の
か
。

　

橘
さ
ん
は
、
多
く
の
年
月
を
か
け

な
が
ら
、
様
々
な
立
場
の
人
と
共
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
安
全

を
追
求
す
る
た
め
に
。

時
間
を
見
つ
け
て
は
山
登
り
や
旅
行
に

　

こ
の
よ
う
に
、
職
業
人
と
い
う
側

面
で
は
、
技
術
職
と
し
て
、
大
き
な

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
入
り
、
数
々
の
列

車
の
開
業
等
に
携
わ
っ
て
き
た
橘
さ

ん
。
そ
の
よ
う
な
橘
さ
ん
は
、
前
述

し
た
佳
代
さ
ん
と
26
歳
で
結
婚
し
、

２
年
後
に
長
男
の
克か

つ

哉や

さ
ん（
仮
名
）、

そ
の
４
年
後
に
次
男
の
圭け

い

吾ご

さ
ん（
仮

名
）
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

仕
事
柄
、
引
越
し
も
何
度
か
経
験

し
て
い
ま
す
。
で
も
、
単
身
生
活
を

送
る
こ
と
な
く
、
橘
さ
ん
の
元
に
は
、

常
に
家
族
が
い
た
の
で
す
。
ま
た
、

多
忙
な
日
々
の
な
か
で
も
、
橘
さ
ん

は
時
間
を
作
り
、
克
哉
さ
ん
や
圭
吾
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さ
ん
と
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
ハ
イ
キ
ン

グ
等
に
出
か
け
ま
し
た
。
山
登
り
に

は
、
関
東
で
は
筑つ

く

波ば

山
、
赤あ
か

城ぎ

山
、

榛は
る

名な

山
、
中
国
地
方
で
は
大だ
い

山せ
ん

等
へ

行
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
家
族
旅
行
も

年
に
１
回
は
必
ず
。

働
き
盛
り
の
頃
に
長
男
が
精
神
疾
患

を
発
症

　

話
を
戻
し
ま
す
。
40
歳
代
中
盤
に

な
っ
て
い
た
橘
さ
ん
は
、Ａ
Ｔ
Ｓ
（
自

動
列
車
保
安
装
置
）
の
開
発
・
運
用

に
、
精
力
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し

た
。Ａ
Ｔ
Ｓ
と
は
、オ
ー
ト
マ
チ
ッ
ク
・

ト
レ
イ
ン
・
ス
ト
ッ
プ
（Autom

atic 
Train Stop

）
の
略
で
、
列
車
が
停

止
信
号
を
越
え
て
進
行
し
よ
う
と
し

た
時
に
警
報
を
与
え
た
り
、
ブ
レ
ー

キ
を
自
動
的
に
作
動
さ
せ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
衝
突
や
脱
線
な
ど
の
事
故

を
防
ぐ
安
全
装
置
の
こ
と
を
言
い
ま

す
。
橘
さ
ん
は
、
こ
の
開
発
の
中
心

に
居
て
、
Ａ
Ｔ
Ｓ
を
少
し
で
も
早
く

導
入
し
て
、
列
車
の
安
全
走
行
を
実

現
し
た
い
と
考
え
て
い
た
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
橘
さ
ん
は
ま
さ
に

働
き
盛
り
。
こ
の
頃
、
長
男
の
克
哉
さ

ん
は
19
歳
に
な
っ
て
い
て
、
専
門
学
校

に
通
っ
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
あ
る

日
、様
子
が
お
か
し
い
と
い
う
こ
と
で
、

教
員
が
家
ま
で
連
れ
て
帰
っ
て
き
た

の
で
し
た
。
そ
こ
で
、
医
療
機
関
を
受

診
し
た
と
こ
ろ
、
精
神
疾
患
の
発
症
を

告
げ
ら
れ
た
の
で
す
。

葛か
っ
と
う藤
し
な
が
ら
も
仕
事
に
取
り
組
み

続
け
た

　

橘
さ
ん
は
、
克
哉
さ
ん
の
こ
と
が

心
配
で
た
ま
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
、

仕
事
中
は
Ａ
Ｔ
Ｓ
の
開
発
を
は
じ
め
、

集
中
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
佳
代
さ

ん
か
ら
、「
克
哉
が
圭
吾
と
け
ん
か
を

し
て
い
る
。
早
く
帰
っ
て
き
て
」
と

職
場
に
電
話
が
入
る
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。
橘
さ
ん
は
、
克
哉
さ
ん
が
病

気
で
苦
し
ん
で
い
る
こ
と
、
そ
の
こ

と
に
対
し
て
、
佳
代
さ
ん
が
苦
悩
し

て
い
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

で
も
、
立
場
上
、
仕
事
を
切
り
上
げ

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
橘
さ
ん
は
、

葛
藤
し
な
が
ら
も
、
仕
事
に
取
り
組

み
続
け
た
の
で
し
た
。

　

一
方
、
次
男
の
圭
吾
さ
ん
は
、
中

学
生
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
元
々
明

る
く
、
穏
や
か
な
性
格
で
し
た
が
、

転
校
先
の
学
校
は
、
言
葉
の
イ
ン
ト
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ネ
ー
シ
ョ
ン
を
は
じ
め
、文
化
が
違
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
い

つ
も
ど
こ
か
、
苦
し
そ
う
だ
っ
た
の

で
す
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、「
常

に
ス
ト
レ
ス
が
高
い
状
況
に
あ
り
、

結
果
的
に
、
兄
と
衝
突
し
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
ね
」、
と
橘
さ
ん
は
当
時

を
振
り
返
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

多
く
の
人
と
つ
な
が
り
、
交
流
で
き

る
機
会
が
大
切

　
「
当
時
は
家
内
任
せ
で
、
苦
労
を
か

け
た
」
と
、
橘
さ
ん
は
言
い
ま
す
。

そ
れ
で
も
、
少
し
で
も
気
分
転
換
に

な
れ
ば
と
思
い
、
疲
れ
て
帰
宅
し
た

夜
に
も
、
橘
さ
ん
は
克
哉
さ
ん
と
話

を
し
な
が
ら
散
歩
を
し
ま
し
た
。
ま

た
、「
今
の
仕
事
を
辞
め
て
、
う
ど
ん

屋
を
や
っ
て
み
よ
う
か
」
と
頭
を
よ

ぎ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

か
た
や
、
佳
代
さ
ん
は
、
克
哉
さ

ん
の
病
気
に
対
し
て
、
本
人
だ
け
で

な
く
、家
族
が
ど
の
よ
う
に
付
き
合
っ

て
い
く
べ
き
か
を
考
え
て
い
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
多
く
の
情
報
を
集
め
た

の
で
す
。
そ
の
中
で
、
わ
か
っ
た
こ

と
は
、
多
く
の
人
と
つ
な
が
り
、
交

流
す
る
機
会
を
作
る
こ
と
こ
そ
が
、

本
人
や
家
族
に
と
っ
て
大
切
だ
と
い

う
こ
と
。
そ
こ
で
、
佳
代
さ
ん
は
家

族
会
に
入
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
ま

た
、
克
哉
さ
ん
の
通
院
先
に
つ
い
て

も
、
デ
イ
ケ
ア
が
あ
り
、
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
や
訪
問
看
護
師
が
い
る

医
療
機
関
に
変
え
る
こ
と
に
し
た
の

で
す
。
現
在
で
も
、
家
族
会
活
動
に

は
夫
婦
で
参
加
し
て
い
ま
す
。

「
そ
の
つ
も
り
で
す
」

　

克
哉
さ
ん
は
デ
イ
ケ
ア
に
通
い
、
同

じ
よ
う
に
精
神
障
が
い
を
持
ち
な
が
ら

地
域
で
暮
ら
す
人
と
交
流
を
し
、
様
々

な
こ
と
を
語
り
合
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
今
か
ら
14
年
前
、

克
哉
さ
ん
は
デ
イ
ケ
ア
の
仲
間
か
ら
次

の
よ
う
な
こ
と
を
言
わ
れ
た
の
で
す
。

　
「
35
歳
に
も
な
っ
て
、
親
と
一
緒
に

い
る
の
」。
そ
の
言
葉
が
引
き
金
と
な

り
、
克
哉
さ
ん
は
、「
援
護
寮
に
行
き

た
い
」
と
橘
さ
ん
と
佳
代
さ
ん
に
言

い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
本
人
、
医
師
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、
そ
し
て
、

橘
さ
ん
と
佳
代
さ
ん
と
で
、
面
談
が

実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

面
談
が
始
ま
る
と
、
医
師
は
克
哉
さ

ん
に
対
し
て
、「
援
護
寮
に
行
く
と
い

う
こ
と
は
、
そ
の
先
、
一
人
暮
ら
し
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に
泊
ま
る
こ
と
は
無
く
、
適
度
な
距
離

感
を
保
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

ま
た
、次
男
の
圭
吾
さ
ん
は
結
婚
を

し
、奥
さ
ん
と
共
に
、橘
さ
ん
の
家
に

時
折
来
て
、み
ん
な
と
夕
食
を
共
に
し

ま
す
。

等
身
大
で
、
豊
か
に
生
き
る
た
め
に

　

私
は
今
回
、お
話
を
伺
う
こ
と
で
、橘

さ
ん
の
こ
れ
ま
で
の
全
て
の
経
験
が
、

ぶ
れ
ず
に
生
き
て
い
る
今
の
姿
に
、
つ

な
が
っ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
て
い
ま
す
。

橘
さ
ん
は
、
好
奇
心
旺
盛
な
方
で
あ
り
、

趣
味
を
聞
く
と
、
次
々
と
出
て
き
ま
す
。

音
楽
が
好
き
で
、
独
学
で
学
ん
だ
ピ
ア

ノ
を
つ
い
最
近
ま
で
家
に
置
い
て
い
た

こ
と
。
ま
た
、
列
車
運
行
会
社
に
い
る

時
は
囲
碁
ク
ラ
ブ
を
作
り
、
退
職
し
た

今
で
も
、
そ
の
つ
な
が
り
か
ら
、
囲
碁

を
す
る
と
い
う
こ
と
な
ん
で
し
ょ
う

ね
」
と
問
う
た
の
で
す
。
す
る
と
、

克
哉
さ
ん
は
「
そ
の
つ
も
り
で
す
」。

単
身
生
活
を
始
め
て
14
年
目

　

橘
さ
ん
は
、
思
い
も
よ
ら
な
い
展

開
に
驚
き
ま
し
た
。
ま
さ
か
、
長
男

が
一
人
暮
ら
し
を
考
え
て
い
る
と
は
。

何
よ
り
も
、
皆
の
前
で
、
一
人
暮
ら

し
を
宣
言
し
た
こ
と
に
、
喜
び
す
ら

感
じ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、宣
言
通
り
、克
哉
さ
ん
は
援

護
寮
を
経
て
、ア
パ
ー
ト
で
の
単
身
生

活
を
始
め
、現
在
14
年
目
に
な
り
ま
す
。

当
初
、克
哉
さ
ん
は
毎
日
、橘
さ
ん
宅
に

夕
食
時
に
来
て
い
ま
し
た
。
で
す
が
、

こ
の
ペ
ー
ス
は
互
い
に
き
つ
い
。
そ
こ

で
、今
で
は
週
に
３
、４
日
間
、
夕
食
を

共
に
し
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
決
し
て
家

の
旅
に
出
る
こ
と
も
あ
る
と
言
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
多
く
の
社
会
の
出
来
事

を
、
我
が
こ
と
と
し
て
捉
え
、
参
画

し
ま
す
。
そ
れ
は
、
保
育
所
や
学
童

保
育
所
づ
く
り
の
活
動
等
。
ま
た
、

居
住
し
て
い
る
マ
ン
シ
ョ
ン
で
は
、

改
修
工
事
や
管
理
規
約
の
検
討
委
員

会
に
入
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
仕
事
で
は
安
全
を
追
求

し
、
家
庭
で
は
佳
代
さ
ん
や
２
人
の

息
子
さ
ん
た
ち
と
山
登
り
等
を
し
て

き
た
の
で
す
。
そ
れ
ら
の
全
て
の
行

動
は
、
橘
さ
ん
が
等
身
大
で
、
豊
か

に
生
き
る
た
め
に
必
然
だ
っ
た
こ
と

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

現
状
の
中
で
今
で
き
る
こ
と
が
、
家

族
会
活
動

　

こ
の
よ
う
に
、
橘
さ
ん
が
日
々
の
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暮
ら
し
を
歩
ん
で
い
る
最
中
に
息
子

さ
ん
が
精
神
疾
患
を
発
症
し
た
の
で

す
。
当
然
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、

動
揺
さ
れ
ま
し
た
。
克
哉
さ
ん
が
長

期
に
わ
た
っ
て
、「
な
ん
で
俺
が
（
こ

の
病
気
に
）」
と
言
う
の
を
聞
く
こ
と

は
、
つ
ら
か
っ
た
と
言
い
ま
す
。

　

で
も
、
橘
さ
ん
は
以
前
と
変
わ
る

こ
と
な
く
、
現
状
の
中
で
、
社
会
に

関
心
を
持
っ
て
、
今
で
き
る
こ
と
に

取
り
組
ん
で
い
る
の
で
す
。
そ
れ
が
、

家
族
会
活
動
。

想
い
を
語
り
合
う
時
間
は
何
事
に
も

代
え
が
た
い
財
産

　

と
は
い
え
、
橘
さ
ん
に
と
っ
て
、

家
族
会
活
動
は
、
か
つ
て
Ａ
Ｔ
Ｓ
の

取
り
組
み
を
し
て
い
た
こ
と
と
、
何

ら
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、

自
身
や
家
族
も
含
め
て
、
安
全
に
、

安
心
し
て
、
人
が
豊
か
に
生
き
る
た

め
に
、
自
分
が
で
き
る
こ
と
に
し
っ

か
り
と
取
り
組
む
こ
と
に
他
な
ら
な

い
か
ら
で
す
。

　

加
え
て
橘
さ
ん
に
は
、
と
っ
て
お

き
の
楽
し
み
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、

家
族
会
や
同
窓
会
の
仲
間
た
ち
と
、

お
酒
を
飲
み
交
わ
し
な
が
ら
、
想
い

を
語
り
合
う
こ
と
で
す
。
そ
の
時
間

は
、
何
事
に
も
代
え
が
た
い
財
産
だ

と
言
い
ま
す
。

　

人
は
誰
し
も
社
会
で
、
ほ
ほ
笑
み

な
が
ら
、
自
ら
の
人
生
を
語
り
つ
つ
、

相
手
の
人
生
を
受
け
と
め
た
い
と
望

ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
、
そ
の
人
生
に
は
、
楽
し
く
て
思

い
切
り
笑
っ
た
こ
と
や
、
苦
し
く
て

孤
立
感
に
苛さ

い

ま
れ
た
こ
と
も
含
み
ま

す
。
で
も
、
そ
の
よ
う
な
状
況
に
あ

り
な
が
ら
も
、
人
か
ら
声
を
か
け
ら

れ
、
心
の
底
か
ら
嬉
し
く
て
、
人
目

を
は
ば
ら
か
ら
ず
泣
い
た
こ
と
も
ま

た
、
間
違
い
な
く
、
豊
か
な
人
生
に

つ
な
が
る
は
ず
で
す
。
こ
ん
な
社
会

を
実
現
す
る
た
め
に
、
現
状
の
中
で
、

精
一
杯
で
き
る
こ
と
に
一
人
一
人
が

取
り
組
む
こ
と
は
、
素
敵
な
こ
と
だ

と
言
え
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
こ
そ
が
、
橘
さ
ん

が
こ
れ
ま
で
の
人
生
の
中
で
、
信
念

を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
日
も
、
橘

さ
ん
は
家
族
会
事
務
所
に
、
電
車
に

揺
ら
れ
な
が
ら
通
う
の
で
す
…
。

　
　
　
（
あ
お
き
き
よ
ひ
さ
）
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ク
ス
リ
が
あ
っ
て
い
た

の
か
し
ら
ね
？

ハ
イ

コ
ー
ヒ
ー

昔
は

空
が

青
い
な
ぁ
…

15
年
程
前

幾
晩
も

眠
れ

な
か
っ

た
り
…
…

大
声
で
騒
い
だ
り
…

機
械
相
手
に
し
ゃ
べ
っ
た
り 第２回

小田島六軒

ワタシ。
統合失調症
なんデス。

私
は

今
で
こ
そ

寛
解
で
す
が

相
当
に

ヒ
ド
か
っ
た
の
で
す

夜
中
歩
き
回
っ
た
り
…

『
私
は
神
に

　
　
　

仕
え
る
天
使
』

そ
ん
な
妄
想
に

支
配
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

母

弟



37 　ワタシ。統合失調症なんデス。

○
○
さ
ー
ん

お
会
計
で
ー
す

…
…
…

―
ホ
ン
ト
に

あ
な
た
…

お
だ
や
か
に
な
っ
た
わ
ね

前
は

こ
ん
な
風
だ
っ
た

も
の
ネ

ー
あ

ク
ス
リ
も

合
っ
て
た
ケ
ド
…

ま
ア
！

こ
ん
な
に
た
く
さ
ん

ど
う
す
る
の
⁉

ハ
ン
バ
ー
ガ
ー

買
っ
て
き
た
ぞ

オ
ー
イ

ど
う
し
た
の
？

ク
ス
リ
が
あ
っ
て
い
た

の
か
し
ら
ね
？

ハ
イ

コ
ー
ヒ
ー

あ
り
が
と
う

コ
ワ
カ
ッ
た

わ
ー

…
…
…

家
族
の
支
え
も

良
か
っ
た
ん
だ
よ

ね
…
き
っ
と
…

そ
お
？
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■
２
０
１
９
年
度
事
業
計
画
・
予
算

決
定

　

３
月
15
日
、
池
袋
に
て
平
成
30
年

度
５
回
理
事
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
理
事
会
は
、
新
年
度
の
事

業
計
画
と
予
算
が
主
な
議
題
で
し
た
。

以
下
、
事
業
計
画
の
骨
子
を
紹
介
い

た
し
ま
す
。

【
本
事
業
計
画
の
趣
旨
】

・
精
神
障
が
い
者
と
家
族
の
願
い
実

現
の
た
め
に
、
差
別
・
偏
見
、
人
権

侵
害
を
無
く
し
て
い
く
た
め
の
精
神

保
健
医
療
福
祉
改
革
の
法
人
見
解
を

ま
と
め
る
。

・
精
神
障
が
い
者
の
支
援
を
家
族
任

せ
に
せ
ず
、
国
と
社
会
が
精
神
障
が

い
者
と
家
族
に
責
任
を
も
っ
て
支
え

る
よ
う
社
会
に
働
き
か
け
る
と
と
も

に
情
報
発
信
を
す
す
め
る
。

【
平
成
31
年
度
重
点
課
題
】

・ 

精
神
保
健
医
療
福
祉
諸
政
策
の
改

革
に
つ
い
て
、
国
民
的
合
意
を
得

る
全
国
運
動
展
開
へ
の
検
討
に
着

手
す
る
（
長
期
計
画
策
定
の
検
討

を
含
）

・ 

医
療
費
助
成
の
推
進
と
実
績
の
共
有

・ 

社
会
啓
発
（
書
籍
発
行
な
ど
）
と

広
報
情
報
発
信
（
月
刊
誌
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
な
ど
）
の
強
化

・ 

多
様
な
立
場
の
家
族
と
の
連
携
と

つ
な
が
る
活
動
の
充
実
（
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
サ
イ
ト
の
開
設
）

・ 

賛
助
会
員
拡
大
強
化

・ 

ブ
ロ
ッ
ク
活
動
の
強
化

・ 

交
通
運
賃
割
引
制
度
実
現
国
会
請

願
署
名
提
出

２　

基
本
構
想
（
ビ
ジ
ョ
ン
）

①
法
人
運
営
の
安
定
し
た
活
動
を
維

持
す
る
た
め
に

②
「
家
族
本
人
の
願
い
・
思
い
を
実
現

す
る
と
り
く
み
」～
精
神
保
健
医
療
福

祉
の
向
上
の
た
め
に

お
知
ら
せ
し
ま
す

み
ん
な
ね
っ
と
の
活
動

みんなねっと理事会のようす
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③
「
社
会
啓
発
と
広
報
活
動
の
充
実
」

～
み
ん
な
ね
っ
と
を
メ
ジ
ャ
ー
に
す

る
た
め
に

■
み
ん
な
ね
っ
と
事
務
局
動
向

　

別
表
の
通
り
３
月
度
の
み
ん
な
ね

っ
と
事
務
局
の
対
外
的
な
活
動
を
掲

載
い
た
し
ま
す
。

3 月 1 日 （金 ) ・みんなねっとフォーラム
3 月３日（日） ・家族学習会セミナー in 滋賀
3 月４日（月） ・月刊みんなねっと取材　東大先端科学技術研究センター

・日本の福祉を考える会（自由民主党本部）
3 月５日（火） ・交通事業者向け接遇研修プログラム作成等のための検討会議

・旧優生保護法下における強制不妊手術に関する JDF フォーラム
3 月７日（木） ・日本財団精神保健福祉分野　意見交換会
3 月８日（金） ・Ｖサロン

3 月 11 日（月） ・家族学習会 PT 委員会　基本構想等に関する検討会（国土交通省）
3 月 12 日（火） ・JDF パラレポ特別委員会＊

・えとうせいいち代議士支援企業・団体代表者会議
3 月 13 日（水） ・内閣官房オリパラ事務局来訪
3 月 14 日（木） ・中央障害者社会参加推進協議会
3 月 15 日（金） ・みんなねっと定例理事会
3 月 18 日（月） ・全国調査委員会打合せ（白梅学園）

・障害者雇用分科会（厚生労働省）
3 月 19 日（火） ・ユニバーサルデザイン 2020 評価会議（第３回）
3 月 20 日（水） ・全社協地域福祉権利擁護に関する検討委員会
3 月 21 日（木） ・相談支援の質の向上に向けた検討会
3 月 22 日（金） ・2021 年東京オリンピック・パラリンピックに向けた障害者の文化

芸術活動を推進する全国ネットワーク会議
3 月 25 日（月） ・全国調査委員会打合せ（白梅学園）　
3 月 26 日（火） ・日身連創立 60 周年記念の集い　

・みんなねっと編集会議
3 月 28 日（木） ・相談支援の質の向上に向けた検討会

＊＊＊＊＊＊【トピック】＊＊＊＊＊＊
12 日の日本障害フォーラム（JDF）のパラレル
レポート特別委員会とはなんでしょう。
　障害者権利条約の批准後、日本政府は国内
の実態を政府報告書として、国連の障害者権
利委員会に提出しています。このれに伴い市
民組織が、政府報告では十分に伝えられな
かったことについて、国内の実情をパラレル
レポートとしてまとめて提出することで、政
府報告を補完する役割ができます。みんな
ねっとは、JDF を通じて多くの障害者団体の
連携のもとに精神障害に関する事項をパラレ
ルレポートにまとめる一端を担っています。

みんなねっと事務局の対外的な活動（３月）
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編集後記

編
集
後
記

【賛助会費振込手数料ご負担のお願い】みんなねっとでは、月刊誌の発行維
持のため、会費振込（払込）手数料をご負担いただくこととなりました。つきま
しては、2019 年 1 月の取り扱い分からまことに恐縮ではございますが、青い振
込取扱票に変更させていただくこととなりました。事前告知が不十分とは重々
承知いたしておりますが、何卒ご理解とご了承をお願い申し上げます。

■
４
月
か
ら
当
「
み
ん
な
ね
っ

と
」
誌
編
集
長
の
職
を
桶
谷
と

交
代
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
私
に

は
新
た
に
み
ん
な
ね
っ
と
政
策

委
員
会
書
記
長
と
い
う
役
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
岡
田
久
実
子

委
員
長
の
下
で
執
務
し
て
参
り

ま
す
。
当
会
が
社
会
で
果
た
す

べ
き
役
割
の
骨
子
を
明
確
に
し

た
長
期
計
画
に
基
づ
く
政
策
提

言
づ
く
り
に
、
皆
様
と
ご
一
緒

に
取
り
組
ま
せ
て
い
た
だ
け
る

こ
と
が
、
嬉
し
く
て
な
り
ま
せ

ん
。
ご
指
導
ご
支
援
を
何
卒
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
野
村
忠
良
）

■
闘
病
中
だ
っ
た
夫
が
亡
く
な

っ
て
２
か
月
が
経
っ
た
頃
、
さ

ま
ざ
ま
な
手
続
き
に
追
わ
れ
る

日
々
の
中
で
、よ
く
訪
れ
た
〝
花

の
丘
公
園
〟
に
行
っ
て
み
ま
し

た
。
ベ
ン
チ
に
座
っ
て
よ
う
や

く
ほ
こ
ろ
び
始
め
た
桜
の
木
を

見
上
げ
た
と
き
に
、
あ
ふ
れ
出

る
涙
。

　

困
難
に
向
き
合
い
、
共
に
支

え
合
っ
た
日
々
を
思
い
返
し
な

が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
シ
ッ
カ
リ

子
供
た
ち
の
行
く
末
を
見
守
り

ま
す
と
心
に
誓
っ
て
、
帰
路
に

つ
き
ま
し
た
。　
　

（
飯
塚
壽
美
）

■
今
月
号
は
、
み
ん
な
ね
っ
と

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
内
容
を
紹
介
し

ま
し
た
。
誌
面
の
都
合
上
、
要

点
の
み
を
抜
き
出
し
て
い
ま
す

の
で
、
む
ず
か
し
く
感
じ
る
の

で
す
が
、
新
し
い
動
き
が
海
外

で
も
、
国
内
で
も
始
ま
っ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

 

か
つ
て
作
業
所
づ
く
り
の
動

き
が
家
族
会
を
中
心
に
全
国
で

繰
り
広
げ
ら
れ
、
毎
年
１
０
０

か
所
も
の
作
業
所
が
オ
ー
プ
ン

す
る
と
い
う
時
代
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
実
現

す
る
潜
在
力
と
可
能
性
が
家
族

会
に
は
ま
だ
ま
だ
あ
る
と
信
じ

て
い
ま
す
。　
　
　

 
 

（
桶
谷
）



みんなのわ（読者のページ）／特集（各号にタイムリーなテーマで掲載します）／
連載：みんなねっと相談室から／連載：家族学習会のススメ／連載：ダイアローグ
でつながろう、ダイアローグにつながろう／連載：知ることは生きること／連載マ
ンガ：ワタシ。統合失調症なんデス。／お知らせしますみんなねっとの活動ほか

●「月刊みんなねっと」これまでの特集の紹介●
■ 2017 年■
1月号：東京ソテリアにおけるイタリア交流事業のとりくみ（塚本さやか他）
2月号：精神科においてアウトリーチはなぜ大切か、どう進めたらいいか㊤（渡邉博幸）
3月号：精神科においてアウトリーチはなぜ大切か、どう進めたらいいか㊦（渡邉博幸）
4月号：オープンダイアローグ（開かれた対話）の話（飯塚壽美・野村忠良）
5月号：イタリア精神保健見聞記（トレントの地域精神保健医療）その１（野村忠良）
6月号：イタリア精神保健見聞記（トレントの地域精神保健医療）その２（野村忠良）
7月号：それぞれの自立をめざして　その１　（夏苅郁子）
8月号：それぞれの自立をめざして　その２　（夏苅郁子）
9月号：それぞれの自立をめざして　その３　（夏苅郁子）
10 月号：当事者の地域生活の実現をめざす精神科病院（木全義治ほか）
11 月号：精神科医療における身体拘束を考える（長谷川利夫）
12 月号：当事者中心の地域支援再考（山本昌知）
■ 2018 年■
1月号：ピアサポーターと協働した地域移行支援の実践（柳尚夫）
2月号：ひとりひとりの自尊心と思いを大切に
3月号：息子の障害から学んだこと（橋口亜希子さんに聴く）
4月号：配偶者・パートナーの立場からみえること（前田直）
5月号：子どもの立場からみえること（横山恵子）
6月号：愛と希望（佐藤真智子）
7月号：精神障害者の雇用は今、どうなっているか（本條義和）
8月号：苦しみを負う子と母と〈上〉（長汐道枝）
9月号：苦しみを負う子と母と〈下〉（長汐道枝）
10 月号：ベルギー視察から学ぶ日本での精神科医療の課題と現状（遠藤嶺）
11 月号：多様性を受け入れた共生社会の実現に向かって（川口洋平）
12月号：当事者と家族の意思を第一に施策提案にとりくむ（藤井千代）
■ 2019 年■
１月号：統合失調症薬物治療ガイドライン（飯塚壽美）
２月号：精神疾患を正しく理解するための教育の必要性について（山田浩雅）
３月号：心の病とは何かー腑に落ちる物語が回復をもたらす（糸川昌成）
４月号：超短時間雇用という新しい働き方のデザイン（近藤武夫ほか）

●「月刊みんなねっと」のバックナンバーのお申し込み方法●
　電話、FAX、みんなねっとのホームページよりお申込みいただけます。
　代金は「300 円×冊数 +送料 80 円」となります。
　バックナンバー発送時に振込用紙（郵便振込）を同封させていただきます。
　
　　公益社団法人全国精神保健福祉会連合会 ( みんなねっと )
　　　　〒 170-0013　東京都豊島区東池袋 1-46-13 ホリグチビル 602
　　　　電話：03-6907-9211　FAX：03-3987-5466

月刊みんなねっと～毎月こんな内容でお届けします～

【品切れ】

【品切れ】

【品切れ】

145もくじ

みんなのわ―読者のページ　2

小田島六軒【第２回】　36

お知らせしますみんなねっとの活動　38

感想・意見・投稿を募集しています
メールでの原稿募集を始めました。

アドレス：minnanet.seishinhoken@outlook.jp
・「みんなのわ」コーナー（300～ 350 字程度）
・「地域の話題」コーナーへ皆様の原稿をお寄
　せ下さい！（1000 ～ 1200 字程度）

特集　地域づくりを共にー当事者も家族も大活躍
『ベルギーの精神医療改革』病院中心から地域でのリカバリー支援へ（伊勢田堯先生）　4
（シンポジウム）精神障害者が安心して暮らせる地域づくりを共に
―当事者・家族ができること（西村秋生氏・磯田重行氏・佐藤美樹子氏・岡崎公彦氏）　8

みんなねっと相談室から　《第２回》　一生、入院させたい　18

家族が家族に伝える教育プログラム「家族学習会のススメ」（②日本の家族に適応したプログラムに）　20
144

・・・精神病かどうかで悩むより安心できるやり方を考えよう・・・　22

ダイアローグでつながろう ダイアローグにつながろう～日本各地でのさまざまな取り組み～
（第 2回）話を聴いてもらえることからはじめる 26

知ることは生きること
《自らの人生の主人公としての家族の暮らし特集⑳》（青木聖久）　30
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問い合わせ先

☆家族相談ハンドブック　Ａ４判・76頁・定価７００円（送料込）

【内容】家族による家族支援／精神障がい者の状況／精神障がい者家族の状況／家族相談の
意義と特徴／家族相談の目標／家族相談の留意点／相談実習の進め方／家族相談の方法／
新しく家族相談事業を立ち上げたいときは／家族相談員の養成／家族相談の事例

家族相談のテキストができました！　家族会からの注文は1冊500円に割引

☆家族会運営のてびき Ａ４判・100頁・定価８００円（送料込）

家族会の設置から運営の仕方まで家族会の活性化に役立つ「てびき」ができま
した！　会報や案内パンフなどの見本の資料ページもあり、家族会とつながり
のある支援機関でもぜひご活用を！【内容】精神障がい者家族会とは／家族会
活動をおこなおう／運営・活動費（財政基盤）について／家族会の組織強化をし
よう／地域にとけこむ活動への積極的参加／新しい家族を家族会につなげよ
う／新しく家族会を立ち上げよう／支援者・関係者の方々へ／資料編

家族会からの注文は1冊600円に割引します

家族会員・支援者のための

精神疾患がある人や家族に役立つ出版物

社会資源ハンドブック
精神障がい者と家族に役立つ

改訂版

【内容】医療に関する制度／地域で生活するための支援／日中活動の
場、就労や復学の支援／経済的な支援を受けたいとき／財産の活用
や保護、法的な支援など／家族が情報を得る、相談できるところ

Ｂ５判・180頁・定価１４００円（送料込）

精神障がい者家族相談事例集 Ａ４判・112 頁
定価 1000 円
　（別途送料）
好評発売中‼

本書は、全国から寄せられた家族による相談事例の中から32事例を掲載しま
した。事例を、日常生活、医療、家族会、家族依存、地域連携、親亡き後、制度の七
つに分類し、それにコメントを加えた初めての家族相談事例集です。同じ家族
としての立場から相談にのり、情報を伝え、家族会につなげていく活動は家族
会の原点ともいえます。みなさんの活動に役立てていただければと思います。

家族相談の活動は家族会の原点です

●講演『ベルギーの精神医療改革』病院中心から地域でのリカバリー支援へ（伊勢田堯先生）
●シンポジウム精神障害者が安心して暮らせる地域づくりを共に―当事者・家族ができること

◆特集◆

「地域づくりを共に―当事者も家族も大活躍」

■みんなねっと相談室から（第2回）「一生、入院させたい」
■家族が家族に伝える教育プログラム「家族学習会のススメ」②日本の家族に適応したプログラム
■知ることは生きること（青木聖久）連載41回《自らの人生の主人公としての家族の暮らし特集⑳》
　人々が安全に、安心して、豊かに生きるために、自分ができることを追求


